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図II-1・63 111下産クロアワピ殻長定差図

らないが、第3令以降の成長は川下の方が良い。

表1I-1-34の年令と実ifilJ殻長につい'"(， Von Berta 

-lanffyの式にあてはめると、川口産のそれは、

。123456789
年令

図II-1-64川口産クロアワピの年令と殻長

(日輔式値目実測師範臣)
‘ ー実薗盤 J 

なる関係があり、図II-1 -64のとおりとなる。

川下産の場合は
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の関係があり、図宜ー 1-65のとおりである。

川口、川下両地先の実測値と計算値は良く一致して

いることが認識された。

0123456789  
年令

図II-1 -65 川下産クロアワピの年令と殻長

(日実験式直円割師範囲)
酢 4 実田直

表II-1 -34 111口噌川下産クロアワピの年令別実iatl殻長(平均値mm)

9 

158.48 

表立ー 1-35 川口.川下産クロアワビの年令別計算殻長凶

9 

157.43 

161.18 



78 

111 殻長と重量

年令と殻長の関係をさらに殻長と重量の関係に置き

かえ、生産量から個体数(資源量)を推計するため、

岡地先クロアワピの殻長と重量の関係を求めた。

川日産のそれは、 1共試材料 440個体、川下産 216f国

体であり、殻長 (L)と重量 (W)の関係は次のとわ

りである。

W~1. 6198X10-4L 2町田

W~2.2273X10-5L 3.3579 

(11 I 1 1産)
(川下康)

なる関係(閃II-1 -66)が成立つ。これらの関係式

を用いて年令別殻長と重量の関係を求める左、 1<II-

1-36に語、したとおりとなる。

両地先のクロアワビの成長はよく類似しているが、

3令までは11I 1 Ii立のそれで成長が良く、 4令以降で殻

長、重量ともに川下産のものが優位に立つ。

表Il-H6 ヲロアワビの年令別殻長と重量の関係

特、三¥ 干倉田I川口 白 j兵匝T111 F 

SLI mm) I s¥V(引) SU mm) BWI引)
1 33目70 5.25 33.76 3.02 

2 66.67 38.30 67.97 31.69 

3 91.87 101. 40 94.05 94.24 

4 111.12 177.81 113.91 179.25 

5 125.87 256.95 129.06 272.64 

6 137.15 331. 01 140.58 363.32 

7 145.78 370.32 149.44 446.13 

8 152.27 450.79 156.07 516.09 

9 

重量比較では4令で1.44gr、5令で15.69gr、6令で

32.31gr、7令で75.81gr、8令で65.30gr と川下産のク

ロアワピが重くなる。

表Eー 1-35から両f也先のクロアワピの治J聾対象民

の平均殻長はその年級が4令から 5令にかけてである。

しかし、閃II-1 -64、65からみて成長の速い個体

では3令から漁獲対象に加l入し始め、逆に成長の遅い

群では6令でやっと殻長12cm¥こむよぷょうである。

IV・考 察

クロアワビの年令と成長の関係については、ゴ重県

水産試験場が国崎産のもので殻長頻度分布から求めて

むり、夷問地区大規模I国嫡}品開発事業調査1ゐ際求めた

3 

{宇

2 

重

1 

IPogW) 

白

図Eφ1・66

111 u 川下

n~440 F n=216 

W =1. 6198XlO-4L 2. 9526 J211rニ 2.2273XIO'L'・3519

I 2 2 
殻 長 IPogS・L)

川口)WF地区のクロアワピの殻長と重量の関係

表Eト37 クロアワビの年令別成長の比較 (SL cm) 

県、ご~白区\年\令 1 2 3 4 5 6 7 8 9 t由
飛島 1.8 3.2 4.9 6.9 8.6 10目3 11.5 

山形
由良 1.8 3.6 6.1 8.6 10目6 12.0 13.4 

二重 悶崎 2.0 5.5 8.5 10.5 12.2 13.4 14.4 

川口 3.4 6.7 9.2 11.7 12.6 13.7 14.6 15.2 17.4 

川下 3.4 6.8 9.4 11.4 12.9 14.1 14.9 15.6 16.1 17.8 
千葉
川津 3.4 6.9 9.5 11.5 13.1 14.4 15.4 16.1 18.8 

大沢 3.8 6.5 8.6 10.3 11.6 12.6 13.5 14.1 14.7 16.4 



白熱球透光の方法による結果と比較すると表II-1

37のとむりとなり、千葉県のクロアワビの年令別成長

は勝浦市大沢地先を除いて三重県国崎産のそれより早

いと言える。

千葉県内のクロアワピ権限殻長は18-19cmと求めら

れるが、昔は殻長20cmのクロアワビも漁獲されたと聞

し、てし、る。

当県のアワビの漁獲制限殻長は12.0cmと在って:1'>，り

この点からみて、 11111、川下産のクロアワピは勝浦市

川津産のそれと同ヒ 3令から漁獲対象になり始め、 5

令までには、ほとんどの個体が対象になるとみられる。

V. 文献

1 )千葉県水産試験場:昭和50・51年度大規模増殖場

開発事業調査結果報告書、千葉水試業績III、1-

102 (1977) 

2. アワビ漁場の生物

a.実験漁場周辺の地形と生物

昭和52年5-6月に安房地区内各漁業協同組合にお

いて関取調査を行ない、その結果にもとづき稚貝が多

数生息しているとされた場所を川口、白閑津地先に各

lか所、対照区として川1-1、乙浜地先に各 1か所計4

乙浜実験鴻

口

図II-2-1 白閲津、乙;兵主主税易の位置

謙 一昨21
五一 口

e，gZJ53y::z;) 
関II-2-2 川口実紛裁W2)7)位置

. 
1・
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か所をそれぞれの漁業協同組合の了解のもとに実験礁

設置場所と決定し、その周辺の地形、生物相t"よびア
ワピ類、トコブシ、サザエ、パテイラの生息量調査を

行なった。

場所の選定は、図II-2-1、2に示したとおりで

あり白間津、乙j兵実験漁場は一般漁場であるのに対し、

川口地先の両gは禁漁!互に合まれている。

各区のj由形、生物相調査は海底にロ プを張り、 10

X10mの略正方形の枠を設定した。この枠内の各辺を

1辺として10m角の枠を外側に4個設定(図II-2

3 )し、 30mライン 4本と方形の中心で直交する30m

ライン 2本の計6本のラインを設けそれらのラインに

沿って、地形のスケァチをSCUBA潜水により実施

した。生物相調査は、地形を岩礁、転石、小礁に3類

別し、白問津で各2点、乙j兵の岩礁、転石区で各3点、

川口実験場(2)で岩礁2点、転石、小障害区各 1点、川口実

験場(1)で岩礁2点、転石1点、小磯2点の合21点につい

て50X50c01の枠取りを行なった。

図II'2-3 大型巻貝芳注，官長調査点

E草食{生大型巻貝類の生息量については、図II-2
3のように、各実験場で12点肢|定し、各点にt，'いて

2X2mの枠内に生息するアワビ'Aii、 トコブシ、サザ

エ、パテイラをすべて採捕した。採集生物は凍結保存

の後、 l地点毎に解凍して査定、測定を行なった。す

べての調査工程は表II-2-1に示した。

表n-2-1 調査工程

なぞ 地形・植生調査 生物相調査 アワビ・息トコブシサザエ生量詞査

自問津実験場 S.52. 7 .11， 14 S.52.7.14 5.52目7.15，18

乙浜実験場 7.18 7.18 7.19 

川口実験場(1) 9.3 9.5 9.14，21 

川口実験場(2) 9.1 9目1 9.7 
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i .地形と植生

白間津、 111口両地先の稚貝場は実験場を設定した場

よりi中1jの暗礁群中がその中心である。それらの場は

砕波帯であるため調査が殆んど不可能となり、止むを

図E・2.4 白問津実験場の地形
@岩礁 (方形の 1JllI土10m)

図!I.2-5

γアラメ キホン円規 v古節石灰藻類
人ヤハズグサ

i尋ず実験場を岸寄りに設定した。

臼関津の区周辺は高さ 2-3mの岩礁が発達してい

る場で、岩礁問には長径50-100cm程度の転石が分布

している。一部に径5cm前後の小石を敷詰めたよう在

場がある(図!I-2-4)。水深は3.5-4m、岩礁項部

↑
 

市
甲

図H・2.6 乙浜実事怒碁の1也形

⑪岩礁 (方形の l辺は10m)
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図!I.2・7 乙浜実勝晶の植生

ヤアラメ辛ホンFヌラ類 企有節石灰藻

キキントキVテングサ類



で 1 目 5~2m である。植生は岩礁の高所には有節石灰

藻が、その他の場にはアラメが繁茂している。岸寄り

の転石上にはホンダワラ類も少数みられる(図II-2

5 )。

乙浜実験場は、乙浜漁港防波堤先端から北東に約100

mの地点で航路のふちにあたる。ここは転石場で長径

20聞から 1mを越えるものまである。一般の漁場であ

るため、海女により転覆されている転石が多〈見られ

る。南側の堤防寄りには高さ1.5~ 2 m の岩礁が速な

り、その基部では水深 4.5mで、北(航路)に向かつ

てをだらかに傾斜し、水深6mとなる(図II-2-6)。

岩盤露頭や大きな転石にはアラメ、ホンダワラ類が、

また小型の転石上にはテングサ類が優占している。南

側にある礁の高所は有節石灰藻が繁茂している(図E

-2-7)。アラメの生育数は、自問津実験場よりか寄

り少ない。

川口実験場(1 )は砕波帯の内側で、昭和51年に櫛

型礁を設置した場の10mi中i別にある。この場は、陵地

と平行した幅 2~4m 、高さ 50~100cm の岩礁が数条

あり、 R帯、聞には転石が散在する。岩礁は岸側では緩斜

面をなし、沖側では垂直か、あるいは鋭角に落込むい

わゆる棚を形成している。水深は 1~3m で岸{則で次

第に深まり航路へ続く(図II-2-8)。転石上と岩礁

縁辺部にはアラメ、ホンダワラ類が、岩絡の高所には

有節石灰藻が、また、岩礁の項昔日にはエピアマモが着

生している(図II-2-9)。

図II-2-8 111口実験場(1)の地B

@岩礁 (方形の1辺は10m)
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日l口実験場(2) は、岸担11に高き 3~4m の岩礁が

連なりi中側は平担なE車場が展開していて、 i中側程砂が
多くなる。大型の石は少ない。水深は岩礁項部で 2~

3m、磯場では6mである。岩礁、宕盤露頭、大型転

石上にはアラメ、ホンダワラ類が着生しており、下草

としてチャシオグサ、キントキが若干点生し、磯上に

はハイミルもみられる(図II-2-1O、 11)。

γアラメキホン伊丹類ぜ有宣妬灰藻額 A テングサ類

Vエピアマモ

沖
)

図II-2-10 川口実験場(2)の地形

~岩礁(方形の l 辺は10m)



イ類やクモヒトデ類が多くみられる。川口(1 )のSI1

理↑ で環形動物、節足動物が多く出現しているが、これら

は有節石灰i築、エピアマモの葉、根部に懐みついてい

たものである。

植物については、波、流れの比較的緩やかな乙浜、

川口(2 )において種類が豊富である傾向が認められる。

白問浮実験場では岩礁上にはアラメ、有節石灰藻が優

? 占して生育するが、転石上にはほとんど面上を被覆す

る無節石灰藻があるのみである。乙j兵実験場ではアラ

メ、テングサ類の出現頻度が高く、またホンダワラ類

やホソパノトサカモドキ、ヒトツマツ等の紅藻類も多

く見られる。川口実験場(1 )では有節石灰藻が全点に

出現し、岩礁上の点、ではエピアマモ、アラメも生育し

ている。川口実験場(2 )では、アラメ、ホンダワラ類

が川口(1 )に比べて極めて多く、しかも転石場、磯場

にも生育している。

イ アワビ頬・トコ 7シ・サザエ等

実験礁が設資される市jに実施した調査と、投入後、

礁への婿集付着動物を詞べるために行なった枠取調査

の結果をまとめると次のとおりとなる。

表I!-2-4に各実験場で得られたアワビ、トコブ

シ、サザエ、パテイラの個体数および重量を示してあ
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図I!'2'11 11[11実験場(2)の植生

γアラメキホン'/'Jラ担1守キントキミミ凡

11 .生物相

T.動植物相

各実験場における枠取り採集点を図I!-2-12に示

した。 4実験場において出現した生物は、動物が9門

96種、植物が4門20極であった。内容は海綿動物5種、

腔腸動物2穏、星口動物 1f重、環形動物11種、触手動

物1種、軟体動物40種、節足動物22種、蘇皮動物12種、

原索動物2種であり、植物では、緑藻類2t重、 f司王主主n
5種、紅藻類12種、被子植物1種であった。

#
 
#
 
#
 
#
 
図I!.2.12 各調査区のf判刊位置

左から臼間津実験均、乙浜実駿場、/11口実験場!日、121

iヨ間j事実験場の岩礁上や転石場には、サザエ、パテ

イラが多く生息し、さらにクロアワピ、トコブシを加

えたものの重量は動物総重量の85~ 100%に達する。

小石主拐には、サンショウガイ、シワホラダマシの 2

種のみが多数生息する。乙浜実験場では白悶津のそれ

と比較して出現する動物の種類、個体ともに多く、中

でもカイメン類、ヒザラガイ類、ヒメイガイが多いの

が特徴的である。川口実験場(1 )と(2 )を比較す

ると波の直接の影響がない(2 )については、ヒザラガ

る。

クロアワピは、個体主主では自問i幸で0.13~0.44f団体

1m2 (平均0.28)、乙i兵でo.15~0. 53 (0.27)，1I!口(1)
で0.19~0.50(0.38)、川口( 2 )で0.06~0.28(0.14) と

前3区は川口(2 )の 2~3 倍の生息数がある。重量で

は白間津、川口(1 )および(2 )で殻長15~60mmの小型

貝の出現割合が高い(この 3区においては、殻長20mm

以下のものもみられ、周囲に幼生の沈着があった事が

推察される)のに対し、乙i兵では、大部分が60mm以上

の個体であるために最も大きい値を示している(表E

2-4、図I!-2 -13)。

メカイアワピは最多生息数を示す川口(2 )において

さえ 0.04~0.13!国体 Irrf(平均0.08)であり、水深10m

以浅海域には、極めて生息数が少ないと云える。

トコブシは自問津で1. 16~2.59!!国体Irrf(平均1.78) 

と最も多く他区では平均O.7~0.8!固体 Irrf でほぼ同程

度の生息数がある。各医に生息する{団体の大きさには、

顕著な差は認められない(図I!-2 -14)。

サザエはII!口(1 )で2.75~5.47!国体 Irrf(平均3.65) 、

自問津では1.09~3.04 (1.97)、乙浜、川口(2 )では

平均で0.6~0.8で 1 !国体/ぱ以下である。大きさにつ

いては、川口(1 )において、殻高50rnm以下の小型貝の
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表H-2-2 白閑j幸実験場および乙i兵実験場の生物相 個/O.25n/ (肉は湿重量 9/0.25n/

白実1 自実2 白実3 白実4 自実5 白実6 乙実1 乙実2 乙実3 乙実4 乙実5 乙実6
(岩需) 憎槙) (転石埠) (転石場) (磁場) (榛 j員) (岩間 (岩礁) (岩展) (転石場) (転石場) (転石場)

綿海
サミイソカイメン (17.5) (6.4) (15.2) 
ダイダイイソカイメノ 伺.8) (17.5) 
ムラサキカイメ/ (目。)

物動 アカカeラカイメン(?)
その他カイメ J

腔 イソギンチ T ク類 1 (1.5) 3(5.3) 

月号 インサンゴ類

星
口
ホ ン ム ン類

マダラウロコムシ

ミロクウロコムシ

オロ Fウロゴムシ
環 セグロイソメ

*~ 
シボリイソメ

イ ソ ゴカ イ

動 ゴ カ イ 主1 1 (0.1) 

イ ソ メ 類
物 ハボウキゴカイ
ニッポンフサゴカイ

その他定在旗

時虫
手
コ ケ ム y 類

ウスピザラガイ 1 (0.6) 1 (0‘4) 1 (0.4) 17 (8.8) 1 (0.5) 

ヤスリヒ 'fラガイ 1(0.5) 1 (1. 71 3 (2.1) 1 (1.4) 
ニシキヒサZラガイ 1 (3.2) 1(2.6) 1 (0.9 ) 

クサズリガイ 2(2.0 ) 
ヒゲヒザラガイ 1(+) 
ケムシヒザラガイ 1 (0.6) 1(0.5) 

その他ヒザラガイ類 1 (0.2) 1 (0.2) 
ク ロ ア ワ ピ 1 (255.0) 

メカイアワピ

ト コ ブ ソー 1(58.0) 

オ ト メ ガザ 1 (3.0) 

車土
ヒラスカンカーイ 1 (1.4) 

ヨ メ カP カ サ 1 (十)
エ ピス ガイ 2(2.0) 1 (2.1) 1 (3.8) 

ア ン 弓' ガイ

チグサ ガイ

体
ノ〈 ア イ フ 3(44.0) 14(162.0) 9(128.5) 2(29.0) 11 (51.3) 8(35.0) 4 (3.8) 1 (0.4) 2(叩 9)
サ ザ エ 1 (2.0) 2(139.0) 3(17.4) 1(73.5) 3(289.0 ) 

サンショウガイ ② ② 31 (2.3 ) 
ア マ 官 イ

キ ク ス ズ メ

動
シマメノウフネガイ

ア '7 プ ネ 2(0.5) 
ザ 'l tJ fi イ
イソパショウガイ 1 (2. 7) 
オハグロレイシ 1(0.3) 1 (ート)

物
ポサツ ガイ 1(0.1 ) 
ム ギ 苛 イ

マツムシガイ

シワホラダマシ ② @ 
ナガゴマフホラダマシ

レ イ コノ ガイ

エ カ。 イ

ヒ ノ〈 ガイ 1(0.3) 

ヒ メ イ ガイ 1 (0.3) 9(14.9) 2(5.9 ) 1 (1.1) 3(2.11 1 (1.3) 

カインアオリガイ

マ ヤ ガイ

クチベニデガイ 1向。1) 

オ ぢ f 
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表Eー2-2(続き)

自実1 白実2 自実3 白実4 白実5 白実6 乙実1 乙実2 乙実3 乙実4 乙実5 乙実6

(岩署) (岩穣) (転石場) (転石場) (.車場) (穫期 (岩礁) (岩礁) (岩礁j(転石場) (転石場) (転石埼)

ウ キ フ ネ 1 (0.4) 

ニホンコップムシ

チピウミセミ 1(+) 

ホソヘラムシ

へ ラ ム シ類 1 (ート)

イソヨコエピ

スンナリヨコエピ

ホソヨコエピ

員有 ヨコエピ頴
コプカニダマシ

足
その他カニダマシ類

ヤドカリ類 1 (1.1) 3(18.0) 2(6.0) 4(18.5) 2(1.1) 1伺.9)

カイカムリ顛

動 ニッポンモガニ
サメハダオオギガニ 1 (1.5) 

物
トガリオオギガニ

ヒメオオギガニ

その他オオギガニ類

ニホンマメカニダマシ

ショウジンガニ 2(10.8) 

サンカクフジツーポ 十 + + 十

ヨツカドヒ丙フジツポ + 

ウ 、、 ン ダ鎖

カタトゲクモヒトデ

ナガトゲクモヒトデ

隷 ク モ ピ デ 2(1.9 ) 1(2.4) 1 (3. 7) 2(5.3) 1(3.4) 2(2.8) 

皮
トウメクモヒトデ 1(0.2) 

その他蛇尾頚 1(0.7) 

動 Asterina sp 
ヤツデヒトデ 1(15.8) 

物 ヒ ト デ

ア カ 勺 1 (61.0) 
ノ〈ブ ン '7 1 (21.4) 1(21.0) 

ナ マ コ 頬 1(+) 

原索
ホヤ1li. (群体) (0.8) (ート)

ホヤ類 (単体) (0.2) 

緑藻
チャンオグサ

ハイミル

植物褐藻

アミジグサ

オオパモク (1.5) 

オオパノコギリモク 2(179.0) 1(72.0) 

その他ホンダワラ頬

アラメ 2(1225.0) 2(4070.0) 1(1330.0) 2(4695.0) 3(1891.5) 2(257.0) 3(168.0) 

マ ク サ (1.3) 

オ オ プ サ (194.0) (216.0) (372.0) (1剖 8) (354.4) 

オ グ サ (1.4) 

紅 イワノカワ鎖

藻
有節サンゴモ頬 (9旬。) (2目。)

キントキ (20.0) 

植
ヒトツマツ (7.6) (17.5) (1.4) 

ホソパノトサカモドキ (0.3) (1.6) 加5) (0.5) 

物 二L カ ') (2.2) (1.4) 

二L イ キ (4.3) 

紅 I (34.0) 

車工 H (28.0) 

藷
エ ピア マモ
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表n-2-3 I11口実験場1)およ0'(2)の生物相 倒/O.25n1 ()内は湿重量g/O.25n1

Jm穏1)1 JII;制 )2 川実1)3 JII期1)4 川実2)1 JII完封2 川実2)3 川実2)4 川実2)5
(岩礁) (6車場) (転石場) (岩礁) (岩礁) (岩礁) (磁場) (穣場) (転石場)

綿動物海

ナミイソカイメン (2.0) (2.6) 
ダイダイイソカイメン

ムラサキカイメン

アカガラカイメン(?) (40.5) (1.1) 
その他カイメン (9.0) (3.1) (36.6) (5.2) (1. 2) (1.0) 

腸腔
イソギンチャク類

イシサンゴ類 (1.1) 

星口 ホ ツ ム シ類 2 (2.1) 3 (0.2) 

マダラウロコムシ 1ω1) 1 (+) 
ミロクウロコムシ 1 (0.2) 3ω5) 

環
オロチウロコムシ 1 (0.1) 1 (+) 
セグロイソメ 1 (0.1) 

形 シボリイソメ 1ω.1) 
イ ソ ゴカ イ 2仰.i) 1ω2) 

動 コ カ イ 類 2 (0.3) 

物
イ ソ メ 類 2 (0.2) 
ハポウキゴカイ 1何2)
ニッポンプカゴカイ 1 (0.3) 
その他定在類 2 (0.4) 

触手 コ ケ ム シ類 (+) (十)

ウスヒザラガイ 2 (0.1) 14 (20.1) 6 (2.2) 14 (15.8) 1 (0.4) 
ヤスリヒ 'Yラヵ・ィ 2 (2.4) 1 (2.0) 1 (0.8) 1 (0.3) 
ニ γ キヒザラガイ

クサズリガイ 1 (1.0) 1 (1.0) 1 (0.4) 
ピゲヒザラガイ 1 (0.2) 
ケムシヒザラガイ

その他ヒザラガイ類 1 (ート) 1 (0.3) 
ク ロ ア ワ ピ 1ω3) 2 (53.2) 
メカイアワピ 1 (303.0) 2(46U) 

ト コ プ ン 1 (61.6) 3 (81.9) 1 (11.5) 1 (58.5) 

オ ト メ ガサ

軟
ヒラスカシガイ

ヨ メ ガカ サ 1 (0.2) 
1二 ピス ガイ

ア 〉〆 ヤ ガイ 2 (1.0) 

チ グサガイ 2 (1.0) 1ω.2) 

f本
ノ〈 テ イ フ 1 (1.9) 1 (12.0) 1 (12.3) 8 (12.1) 3 (8.0) 1 (11.5) 10 (131.6) 

'r ザ コ二 1(111.1) 3 (293.1) 2(146.0) 5 (131.8) 

'rンショウガイ 6 (0.6) 3 (+) 
ア てF ヵ- イ 4 (+) 

キ ク ス ズ メ 1 (+) 

動
シマメノウフネカ。イ 50 (3.1) 

ア ワ プ ネ
サ2 ク ロ ガイ 1 (+) 
イソ"ショウガイ 1 (11.6) 

レ イ ソ ヵ-ィ

物
オハグロレイシ 2 (1.0) 

ポサツ ヵ-ィ

ム ギ 方r イ 1 (0.2) 
マツムシガイ 1 (0.6) 
シワホラダマシ 1 (0.2) 5 (7.2) 1 (2.1) 1 (1.0) 
ナガゴマフホラダマシ 1 (+) 
エ ガ イ 1 (0.2) 2 (1.5) 1 (0.1) 
ヒ ノ〈 リ ガイ 1ω.3) 
ヒ メ イ 受宮 イ 50 (20.2) 3 (3.2) 2 (0.1) 1 (0.1) 3 (8.3) 1 (1.0) 
カイシアオリカ・イ 1 (0.6) 2 (0.1) 

ト て芝 ヤガイ 1 (1. 6) 
クチベニデガイ

オ ヵ- イ 1拘.2)
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表1-2-3 続き

川実1)1 川実1)2 川実1)3 川頭114 川潟211 111潟212 川頭213 川実214 111;割引5

(岩礁) (磁場) 停止石場) (岩礁) (岩礁) (岩礁) (6棄 Z号) (6車場) (転石場)

ウ キ フ J、

ニホンコップムシ II (0.31 

チピウミセミ 1 (0.2) 
ホソヘラムシ 1 (ト)

へ プ ム ン頬 1 (0.5) 
イソヨコエピ 4 (ート)
スン寸ーリヨコー工ピ 3 (→) 

宣E
ニッポンモパヨコエピ 2 (十) 1 (+) 

ホソヨコゴーピ

ヨ コ ヱ ピ類 4 (+) 2 (+) 

ゴプカニダマシ 1 (0.6) 1 (+) 

足 カニダマシ絹 1 (ート)

ヤ ド カ 額 (3.1) 4 (5.0) 7 (6.0) 1 (1.1) 

カイカムリ額 1 (0.2) 

動 ニ y ポンモガニ 2 (0.5) 
サメハダオオギガニ

トガリオオギガニ 1 (2.0) 

物
ヒメオオギガニ 1 (0.8) 

その他オオギガニ頬 1 (0.1) 
ニホンマメカニダマシ 1 (+) 

ショウジンガニ

サンカタフジツボ 十

ヨツカドヒラフジツホt

ウ 、 ン ダ者1 2 (0.3) 
カクトゲクモヒトテ。 1 (+) 

子プfトゲクモヒトデ 2 (1.3) 

椋 ク モ ヒ ト デ 4 (11.5) 1 (4.1) 10 (32.1) 6 (14.4) 1 (2.5) 

トウメクモヒトデ 1 (5.0) 1 (1. 2) 
皮 その他蛇尾類 1 (十) 2 (0.1) 

動
Asterina sp 3 (0.2) 1 (0.2) 1 (0.1) 

ヤツデヒトデ

物 ヒ ト T 1 (2.0) 
ア カ rフ 1 (2.0) 
ノ、 フ 一， ウ 1 (11.2) 1 (0.7) 

ナ マ コ 鎖

雲
ホヤ頬 (群体) (1. 7) (1.0) 

ホャ煩 (単体)

チ守シオグサ (20.0) 
ノ、 イ 凡 (9.5) (134.0) 

霊物

ア 、 ン グサ

オ オ パモ ク 1 (58.5) 1 (15.0) 3 (426.0) 4 (14.0) 4(1150.0) 

オオパノゴギ')モク 3 (24.0) 

その他ホノダワラ頬 1 (3.0) 

ア 7 メ 1(1l23.0) 1 (1448.0) 2 (651.0) 1 (2.3) 2(772.0) 

マ ク サ

オ オ ブ サ

寸 ク サ (ート)

紅 イワノカワ頬 十

有節サノゴモ矧 (1l34.0) (5.0) (19.3) (68.5) 

藻 キ ノ キ (19.6) (7.0) 

植
ヒ ト y -、， y 

ホソパノトサカモドキ (1.5) 

物 二工 カ

二L f キ
誼 I 
紅 E 

~Jí花 エ ピア マモ (300.0) 



hて個/.岨d 9/4801 (9/01) (倒/01)

クロアワピ 8(0.17) 395.0 (8.23) 

白 メカイアワビ 1 (0.02) 71.1(1.49) 

主量鳩閑容
トコブシ 的(1叫)1 2947.9(61.41) 

サザエ 146(3.04)1 8174.2 (170. 29) 

* * ノてテイラ 59(4.92)1 861.2(71.77) 

J十 (313.19) 

クロアワピ 川)¥ 751.6 (附)

乙 メカイアワビ 2印刷) 674.7(14.06) 
1兵 トコブシ 17伯お)1 1110.9(幻.14)
{ 長

サザエ お(0.73) 却67.8(61.83)
験

主語 パテ 4ラ 262(5.46)1 2193.6(45.70) 

J十 勾3(6.73)1 76錦 6(1伺 39)

クロアワビ 24(0.50) 2175.4(45.32) 

111 メカイアワピ 1 (0.02) 196.0(4.ω) 
口
トコブシ お(0.79) お97.5(49.95)

軍実主
サザエ 132(2.75)1 12079.7(お1.侃)

(士号1) ノ〈テイラ お1(5お)1 4014.9(印刷)

J十 制 (9.29)12附3.5(似 66)

クロアワピ 川 j附則22.73)
111 メカイアワビ 2(0.0引 187.0(3.90) 
口
トコプシ 31 (0.65) 1345.81:お.45)

(場験実2) 
サザエ 侃(1.犯)回16.3(185.76)

パテ 4ラ 防(1.42) 984.6(20.51) 

J十 lη(3.58) 13024.5(271.34) 

表n-2-4 ii草食性大型巻貝類(アワピ，トコブシ，サザエ，パテイラ)の生息:!i1

g/個 斗?調に 個/3201
個レ13201('/01) g/個 よ官調日ム 個1/32rr1 9/32rr1 (叫 g/個 よ南湖目L 個/3201

目 (個/01) (個/01) (冊1/01)

49.4 
和昭
14抽44) 901.8(28.18) 64.4 4(0.13) 375.9(11花) 94.0 14(0.44) 

71.1 。(0) 和昭 和昭 3(自09)
5年2 

42.7 68(2.13) 34お4(107お) 50.5 5年3 37(1.16) 20的 8(65.回) 56.8 5年3 回(2.59)7 

56.0 月 57(1.78) 3611.5(112.86) 63.4 2 45(1.41) 42甜 1(132.44) 94.2 5 お(1.ω)15 月 月

14.6 476(14邸) 5倒5.4(177.67) 11.9 22 4臼(14.5) 6146.41192.凶) 13.0 17 490115.31) 
1日8 目 日

615(19.22) 13634.1 (426.07) 550(17.19) 12邸0.2(401.88) 印刷19.53)

107.4 6(0.19) 730.0(22.81) 121. 7 10(0.31) 13旬.7(43.71) 139.9 17(0.53) 

337.9 
5年2 

5年月2 3 

2(0.06) 4日.1(14.61) 226.6 

5年月5 3 65.3 部(1.09) 仰向.7(64.99) 59.4 26(0.81) 16位 5(50.腿) 61.6 44(1.38) 
月7 
25(0.78) 1181.4(36.92) 17(0.53) 745.1(23.28) 15(0.47) 84.8 18 47.3 23 43.8 17 

8.4 日 犯6(8.94) 1叫0.4(60臼) 6.8 
日 233(7.28) 2461.9(78.93) 10.6 日 194(6.06) 

352(11.ω 5931.5 (1お.36) 2邸(9ω) 6661.9(208.17) 270(8.ω 

90.6 6 (0.19) 4犯.6(15.43) 82.3 12(0.38) 292.8(9.15) 24.4 12(0.38) 

196.0 5年2 1 (0.ω) 羽1.0(12.22) 391.0 
( ( 

2(0.凶)
5年3 5年3 

63.1 9 加(0臼) 1694.4(52.釘) 84ー7 16(0.50) 11位.2(36.32) 72.6 22(0.69) 
月 月3 月6 

91.5 14 104(3.25) 7265.9(227.06) 69.9 115 (3.59) 8078.5(252.45) 70.2 175(5.47) 30 日9 
16.0 21 2臼(8.22) 4826.9(1日.84) 18.4 

日
175(5.47) 36町 8(113.68) 20.8 213(ι66) 日

四5(12.34)14671.8(4日.49) 318(9.94) 13171.3(411.印) 似 (13目)

218.2 9(0.28) 4侃.3(14.57) 51.8 2(0.06) 10.3(0.32) 5.2 4 (0.13) 

93.5 ~(0.13) 1239.7(38.74) 309.9 
( 

3(0.ω) 2伺 1(9.07) 96.7 3(0.ω) 

59.5 
5年2 
34(1. 06) 1924.2(60.13) 56.6 5年月3 3 28(0.88) 16初.4(50.95) 58.2 5年月6 3 19(0.59) 

135.1 
月9 
8(0.25) 11ω.1 (34“) 138.6 11(0.34) 970.1 (30.32) 88.2 お(0.78)7 30 1日0 

14.5 日 134(4.19) 2217.4(69.29) 16.5 
日 “(2.06) 11鈎.6(37.18) 18.0 74(2.30) 

189(5.91) 6白6.7(217.40) 110(3.44) 40卯 5(127.83) 1お(3.91)

(*12点中の3点のみ採集)

g/32m( g/rrI) g/個 且官調 4園調査の平均

日 個体故/01重量/重量1m

1261.2(39.41) 90.1 0.28 20.37 

2n.3(8.48) 90.4 和昭 0.03 2.38 

3623.0(113.22) 43.7 
5年月9 3 
1.18凪 07

1841.1(57.53) 52.6 1.97 124.06 

6125.0(191.41) 12.5 20 13叩174.24
日

13121.6 (410.05) 

31河.0(99.22) 186.8 0.27 42.05 

5年月9 3 

0.03 7.83 

2632.5(82.27) 59.8 。血 51.57
584.2(18.26) 38.9 18 0.67 38.05 

1086.0(33.94) 5.6 日 6.78 53.35 

刊行.7(233.68)

505.8白5.81) 42.2 0.38 24.08 

別.3(2.51) 40.2 
( 。ω4.63
5年3 

1229.4(38.42) 55.9 0.67 45.02 
1月0 

部86.7恒郎.33) 49.1 3.65 250.08 18 

3436.5(1町.39) 16.1 
日
6.26110.53 

1担担 7(432.4酎

256‘7(8.02) 64.2 。1412.67 
13.5(0.42) 4.5 

( 。ω12.02
7羽4(22.92) 38.6 

5年3 
。叩 42.60

2792.1 (87.お) 111. 7 
1月0 
。7695.75 

19 

1071.9(33.日) 14.5 日 2担 37.94

4867.6(152.11) 
。。
‘d 
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図II-2-15 サザエの殻高組成

高(凹)

出現頻度が高〈、サザエ稚貝の生育場となっている事

がわかる(図ll-2-15)。

パテイラは自問津で151団体lni前後の生息が見られ、

他区と比較して 3~7倍の値を示す。乙浜と川口( 1 ) 

では 6~7個体で、川口( 2 )では 1~4 個体 lní と極

めて少在い。

iii 考察

各実験場で、アワピ類、サザエ、パテイラの藻食性

巻貝類の単位当り総重量をみると、白問j事実験場では

400~430 g I ní 、乙浜では160~230 g I ni、川口(1 ) 

で410~460 g I ni、川口(2 )で128~270 g I niと川口
( 2 )では多少のばらつきが認められるものの、各区に

おいて、 l;tぽ安定した値を示している事から、ごれら

の数値が、その場における生産力を表わしていると考

えられる。つまり、砕波帯の後背域にあたり波の影響

を強〈受け、流れも速い自問j章や川口(1 )のような場

においては、種類組成には場所による差があるものの

全体として400~450 g I niの藻食性巻貝の生息があり、

またj皮、流れの比較的緩やかな乙浜、川!こ1( 2 )のよう

告場においては、前者の約半分程度の200gI ni前後で
ある。これら巻貝類の他に藻食性の大型動物としてウ

ニ類(パブンウニ、ムラサキウニ、アカウニ)があり、

その生息量を表ll-2-5に示したが、川口(1 )にお

いてば当り20g程度であるのを除くと、白関津では0.03

~9.49g/ní 、乙浜で3.66~13.45g lni、川口(2 )で

O.08~14.79g/ní と極めて少なく、上記の数値には大

きな影響を与える事はない。東北海域など大型多年生

掲議類のほとんど生育しない場では、 1ni当り200gを

越える凍食性動物(エゾアワピ、パフンウニ等)が生

息すると海底の植生に重大な影響を及ぼすという1つ
まり、藻食動物の食害により磯焼け状態が長期間存続

している現象が認められている。本県の場合、400g/ni

を超える寝食動物が生息している場においてもそのよ

うな現象は全く認められないばかりか、者t，.十分な餌
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表11-2-5 各実験場のウニ類生息量 (4 rri当りの個体数および重量)

f号同庁 白間津実験場 乙 j兵 実 耳主場

i沼 パフンウー ムフサキウー アカウー 計 ノイフンウニ ムラサキウニ 伺アカウニg 言十
個 g (固 g 個 g 個 g 1閏 g 1固 g 個 g 

1 I 2 49.0 2 49.0 

2 2 11 173.2 11 173.2 

3 3 2 26.9 2 26.9 

H和E 
4 

昭和
4 6 58.9 自 58.9 

5年3 
5 2 183.5 2 183.5 

5年3 
5 I 15.2 1 15.2 

月2 
6 7 120.1 7 120.1 

月2 
6 4 53.3 4 53.3 

22 7 23 7 3 53.9 
3 53.9 

日 8 日 8 

計 7 120.1 2 183.5 9 303.6 言十 24 430.4 24 430.4 

ぱ寺。.22 3.75 0.06 5.73 0.28 9.49 ロ当りf 0.7513.45 0.75 13.45 

1 I 1 16.5 1 16.5 

2 2 2 28.7 2 28.7 

3 3 

H和E 
4 

H和E 
4 1 14.7 I 14.7 

5 5 
5年3 
6 

54ド3 
6 2 23.2 2 23.2 

月5 
7 1 12.5 1 12.5 

月5 
7 4 52.7 1 22.5 5 75.2 17 17 

日 8 日 8 

言十 I 12.5 I 12.5 計 10 135.8 l 22.5 11 158.3 

nI x当zりf 
当 0.03 0.39 0.03 0.39 0.31 4.24 0.030.70 0.34 4.95 
9 

I 1 

2 1 32.5 1 32.5 2 

3 1 13.0 1 13.0 3 

有HEI 
4 

和昭
4 

5 5 
5年3 
6 

5年3 
6 2 8.0 2 8.0 

月日
7 1 10.2 1 10.2 

月9 
7 1 109.0 1 109.0 20 18 

日 8 日 B 

計 2 23.2 1 32.5 3 55.7 言十 2 8.0 1 109.0 3 117.0 

薪06 0.73 0.03 1.02 0.09 1. 74 E当りf 0.06 0.25 0.03 3.41 0.09 3.66 
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表1-2-5 各実験場のウニ類生息量 (4ni当りの個w数および重量)
場所 111口実験場 (1) 川口実験場 (2)

》目ト¥¥S種t， 
J{7ンウニ ムラサキウニ アカウニ 計 "フンウニ ムラサキウニ 個アカウニg 言f
{固 g 個 g 個 g 個 9 個 g 個 g 個 g 

1 1 18.0 2 27.1 I 9.9 4 55.0 1 

2 l 14.5 1 14.5 2 

3 5 71.4 l 13.6 8 85.0 3 

和昭
4 4 62.7 4 62.7 

H和B 
4 

5 4 65.8 4 65.8 5 
5年3 
6 19 286.5 19 286.5 5年月3 3 6 1 12.9 1 12.9 3 
月 7 7 1 17.8 l 16.3 2 34.1 30 30 
日 8 I 1.8 3 226.9 4 228.7 日 8 

言f 35 520.7 3 40.7 4 236.8 42 798.2 計 1 17.8 l 16.3 1 12.9 3 47.0 

当nI nI 
1.09 16.27 0.09 1.27 0.13 7.4 1.31 24宮4 当り 0.03 0.56 0.03 0.51 0.03 0.40 0.09 1.47 

1 1 9.4 l 9.4 1 

2 6 110.2 4 110.2 2 I 2.7 1 2.7 

3 10 179.5 2 86.4 2 265.9 3 

和昭
4 3 44.8 1 32.3 4 77.1 

昭和
4 

5 3 27.2 3 27.2 5 

5年月6 3 6 3 38.9 3 38.9 

53 

6 

7 I 22.0 I 22.0 
月6 
7 

9 1日0 
日 8 3 62.7 l 84.5 2 162.3 6 309.5 B 

言↑ 20 494.7 l 84.5 5 281.0 26 860.2 計 1 2.7 l 2.7 

nI 
n当りf 当 0.63 15.46 0.03 2.64 。16 8.78 0.81 26.88 0.03 0.08 0.03 0.08 

1 3 5宮3 3 59.3 1 

2 1 19.4 I 19.4 2 

3 4 77.8 4 77.8 3 1 2.1 1 2.1 

昭和
4 12.9 I 12.9 

昭和
4 

5 5 
5年3 
6 

5年3 
6 

1月0 
7 

1月0 
7 

18 19 
日 8 日 8 2 236.6 l 234.7 3 471. 3 

計 9 169.4 9 169.4 言十 3 238.7 1 234.7 4 473.4 

寺0.28 5.29 0.28 5.29 害 0.09 7.46 0.03 7.33 0.13 14.79 
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料海渓の生育があり、本事業実施に際して、餌料確保

のための施設、構造物は全く必要で、ないと言える。

iv.文部:

1 )菊地省吾:つくる漁業，農林統計協会

292~301 (1976) 

ill.アワビの実験礁

昭和50年9~10月に造成した夷隅地区大沢地先の稚

貝試験溝、母貝投石場および昭和51年10月に設置した

安房地区川口地先の櫛型(E型)稚貝礁について、各施

設の安定位、 j票砂、付着、婿集生物の調査を実施した。

昭和52年度に設置した施設については、沿岸岩礁域

における工事の困難さから、その設置が遅れ、白間津

・乙浜地先では52年12月22日に、川口地先では53年2

月15日にそれぞれ設置を完了した。前者については、

設置を完了した臼に礁の配列状態を調査した。

1.大沢実験漁場の母貝、稚異議

a.母貝礁について

i 礁の設置状況

昭和51年10月23日および53年1月13日の2回、 SC

UBA潜水によって礁の設置状況を調査した。

礁は長径10.5m、短径8.5mの長円形で、中心部が高

く山形をなしている。礁の中心部は大型の石の間隙が

小石で埋められ、アワビの生息し得るような場は極め

て少ない。縁辺部はかなりの空隙を有し、砂による埋

没も言まめられていない。

植生は礁中心部で殆んど無節石灰藻で縁辺部ではア

ラメが5~10ち/rr!みられる。礁周辺の岩礁上にはアラ

メが繁茂し、南側の転石上は、ナミノハナの群落があ

り、テングサ類がわづかに混生している。しかし、こ

の傾向は1年を経た後でも変化がなく安定している。

これは、設置した水深が10~14m と比車効甘深いことも

関係しているとみられる。

ii .アワビの生息4犬j兄

2回の調査の枠取り位置とアワピの{固体数を図皿 1

-1.表町一1-1に示した。

昭和51年10月23日にはクロアワピがSt.lと5で各1

個体，メカイアワビ、がSt.l~ 4で1~ 2 f団体の生息が

認められた。昭和53年1月23日にはクロアワビがSt.2

を除く 4 点で 1~2 個体，メカイアワピはSt. 5でH間

体であった。

表面から認め得る限りではアワピの生息が礁縁辺部

に限定され、その密度は 1~3 個体/nl で一定してい

るように思われる。

b.床掘溝による稚貝育成礁について

昭和53年1月25日の夜間干潮時を利用して滋内を岸

側から 5m間隔で砂の堆積状況と生物相(0.25rr!枠取)

とを調査した(図皿ー1-2)結果である。

図町 1.1 母貝礁枠取り位置
左 51.10.23 右 53.1.13調査

表Eート1 母貝礁の lnl枠内アワピ出現数

hドLI 2 3 4 5 
51 ク ロ 1 。。。I 
10 メカイ 1 2 1 I 。
53 ク ロ 2 。1 1 2 
I メカイ
。。。。I 

図面一1.2 調査地点

言十

2 
5 

6 
l 



1 .床堀溝の堆砂とt高生

砂の堆積は、床堀溝岸{則のOm(基点)で3Cffi， 5 mで

7 cm， 10m離れると 8叩， 15mで13叩， 20mで17cm，25m 

で11cm，30m先で8cmであった。基点から30m以遠は水

深か深くなり砕波等で砂の層を実際にilla定はできなかっ
たれ目視によると、 4伽付近までは多少砂があり、 それ

より先には堆砂はなく岩盤カ草書出している。岸側て寸量砂が

少なくなっているのは、天然j腐食滋カ守競売しており、それ

か瀞出溝の役目をしているためとみられる。

溝内の植生は大きな天然j皮食溝と交叉している20m

地点よりj中力でヨレモク等のモク類が繁茂しており、

岸方ではウミトラノオ，ヒジキ，テングサ類が多い。

これら堆砂や植生は、周囲の海食台上の天然j皮食溝に

おいて見られるのと同様であり、この試験溝も自然に

復し、安定状態に達しているものと思われる。

11.生物相

動物で多く出現したのは、サンショウガイ，ヤドカ

リ類，パブンウニであった。トコブシは5m地点で1

1固体のみ出現し、サザエ，アワピ類は1個体も見られ
なかった。パフンウニとヒザラガイ類の出現個体数は

中間域で多く、 i中岸に減少する傾向を示し、堆砂する
場の環境を好んで生息している。

植物は Om，および15m地点ではテングサ類，ウミト

ラノオが高い割合を示し、 15m地点ではヒジキが最多と

なる。さらにj中方ではヨレモク，イソモクが総量の半

分以上を占めている(表困 1-3)。

殻長6伽unU下のクロアワピについて、これまで大沢

地先潮間帯と水深5mまでの海域で採捕したもののl間体

数左殻長範囲を表面 1-2に示す。

採捕の努力量が異なり、単純に数字の比較を行なう

ことはできないが、殻長6伽回以下のクロアワビは潮間

帯から水深5m以浅の海域に分布が見られ、潮間帯に

生息するクロアワビは夏期に少なく、秋~春に多いこ

とから季節的な移動があるらしい事が堆察される。
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j兵行川地先にある大きな溝で陵地から隔離された潮

間帯下部に位置する平担奇岩盤上に殻長7.5~84.伽皿の

クロアワピがO.6~O.81団体/ばという密度でムラサキ

ウニ穴中に生息しているのが、昭和52年3月一54年4

月に亘る調査で確認された。

また、クロアワピ稚貝の放流実験から、放流時殻長

15~2伽mのものが、月間 3~4酬の成長を示し、 15か

月経過後には、殻長70~8伽unlこ達することが知られた。

以上の事から、潮間帯は、浮遊幼生の沈着・生育の場

として利用され、さらに、殻長15~6臼nmf呈度のクロア

ワビにとっても、その生活の場の一部として利用され

ているものと考えられる。

2 川口および自問津・乙浜実験礁

a.櫛(E)型稚員礁

礁の設置状況は昭和53年 1月19日に、礁への甥集・

付着生物については、 52年 7~8 月に SCUBA潜水

によって行在った。

I .礁の安定性

礁は全地点において波、流れ等による移動はなく、

安定している。 St.lでは、昭和52年9月に礁の下%が

堆砂していたが、 5ヶ月後には認められていない。

St. 2， 3についてもSt.lと同様で¥推砂が全くない

ことカ河童主主された。これらのj也点、は、オくj菜1~3m の

場(図面 2-1)であり、特にSt.lは岩開司辺に磯場が展

開し、沖合は砂磯帯と在っている。

これらの礁が安定していることを示すものとして、

有節石灰藻や、大型褐藻であるアラメ，モク類の着生

があげられる。この点からみて、これらの礁群は、自

然の安定した磁のーっとなっているものとみられる。

11.婿集・付着生物

St.lでは、実験礁上に有節石灰藻が繁茂し、中には

モク類もみられる。プラスチック波板を取付けた礁の

波板上は無節石灰藻が覆い、礁側面に有節石灰務、鉄

の取手上にアラメが着生している。周辺には、アラメ，

表ill-1-2 大沢地区潮間帯におけるクロアワピ生息状況

謁査日
50. 6. 24 50. 8. 6 50目 11.17 51. l. 16 51. 2. 17 51. 7目 12 52. l. II 52. 3. 10 

~ 

潮帯間 嬰殻菩
4 1 2 4 7 1 4 
17.5-26.5 25.0 30.5-37.3 32.1-58.8 16.7-48.4 48.6 12.0-42.7 55.9 

調査日
51. 3. II 51. 4. 22 51. 5. 7 50. 10. 20 52. l. II 

5 

嬰警m 3 8 9 2 

ι3主1 13.7 14.8-32.3 14.6-45.3 23.8-59.。40.5-42.3 
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表m-1-3 大沢地区試験j構内の生物相，(1978.1，25)(0. 25ni当りの個体教と混重量)

主ミミ竺
Om 5m 10m 15m 20m 25m 30m 

『弘重量91弘重量g11事設重量9 11弘重畳 九重量9千弘重量g!九重量g

カ イ メ ン類 4.1 8.2 
イソギンチャク類

ホ γ ム シ類 3 3.6 4 3.7 
ウロコムシ頬 2 0.4 
y ノ イ ソ メ 4 7.5 
ゴ カ イ 類 1 十 3 0.5 
ウスヒザラガイ 5 5・1 8 5.1 5 1.8 
ヤスリヒ--tfラガイ 1 2.6 1 自.7 1 1.0 1 1.6 1 1.4 
クサズリガイ 1 0.5 
ケムシヒ-wラガイ 1 5.3 1 6.1 

動 ト コ プ ン I 42.2 
オ ト メ ガサ 1 0.0 
ヨ メ プf カサ 1 0.3 
チグサガイ 4 0.2 3 0.2 
ノず ア イ フ 3 0.9 1 0.3 1 0.2 
サンショウガイ 35 3.3 3 0.3 13 1.2 97 9.0 13 0.9 3 0.1 44 4.8 
ポサツ ガイ 1 十
ヘソカドタマキピ 4 十
オオヘピガイ 1 6.5 
ア メ フ フ ン 1 44.6 l 22.8 
クモガタウミウシ 1 14.5 
その他 i圭惣類 1 3.4 
イソヘラムシ 2 0.9 
オヒラキヒラムシ 2 0.1 1 十
ニホンコアブムシ 2 0.1 
ヨ コエピ頚 3 斗 1 十

物 ワ レカ ラ類 十

コプカニダマシ 1 。1
イソカニダマシ 1 1.2 1 0.3 
ヒメソノ〈カ・ラガニ 2 世.1
ヨツハモガニ 1 0.2 
スベス持マンジョウガニ 1 0.1 
ヤ ドカ リ類 12 8.8 59 138.8 10 13.6 3 1.3 2 0.8 
Asteri na sp l 0.1 1 0.3 4 0.8 
ヤツデヒトデ 1 0.9 1 10.1 
ア カ ウ 1 11.2 
パフ ン ウニ 1 14.5 4 88.6 17 286.7 2 48.0 1 34.5 1 35.0 

言十 59 76.1 70 209.1 23 95.6 44 331.3 30 50.6 12 46.5 77 103.3 

ボタンアオサ 十 0.2 十

ホソジュズモ 十

ウ 、、 ウチワ 9.0 0.2 

市直
フ ク 口 ノ ') 7.6 2.6 7.5 
ヨ レ モ ク 52.8 187.6 146.0 
y モ タ 4.2 2.4 

イ ソ モ ク 1.2 61.0 67.3 3.6 
ヒ γ 、 キ 0.5 0.6 110.5 7.6 71.6 105.8 12.5 
ウミトラノオ 14.5 6.2 34.5 0.8 1.3 9.5 
その他モク類 3.2 2.8 
ア ン グサ類 39.4 4.2 0.7 2.8 2.6 31.3 
タ ン/(ノ 0.3 0.3 
二L カ ') 斗 + 

物 ツ ノ マタ頬 0.5 1.1 0.8 十

Corpope lltis sp 0.2 
サク フ ノ 0.3 0.2 十

その他紅藻 0.9 

計 73.9 11.0 149.6 12.1 200.9 364.6 208.6 
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図圃・2-2 J11口St.2の櫛型礁に生息したクロアワピ個体数と位置関係
土佐医品口内・院に付着していたタロアワピ倍{客数下桂手下転活中町クロアワピ間体委主



表直ー2-1 アワビ礁及びアワビ樵の下に生，(1、していた生物

平機実験漁場 川口地先 St.1 

アワピ礁 主な生物 アワビの殻長 アワピ礁 主な生物 クロアワピの殻長

A-117 ノぐテイラ2.クモヒトデl 凹 B -91 46(放) 醐

B-117 ノすテイラ2.ノ寸フンウニ2 48 (放¥46(放) A -91 
A-116 ノマテイラ4.ノてフンウニ2 16 (天) B -92 ノてテイラ4

B-116 パフンウニ2.ヤツデtトデl 17 (天) A -92 
A-115 ノてフンウニ1.ノ〈テイラ2 B】 93
B-115 クモヒトデ1.ヤツデヒトデl 17 (夫) A -93 
A-114 ノ《フンウニ1.ショウジンガニ3 B -94 
B-114 エピ類5 A -94 
A-113 ハヲンウニ3.クモヒトデ3 B -95 
B-113 パフンウニ5.クモピトデ1 A -95 
A-112 クモヒトデ5 B -96 ヤツデヒトデ2
B-112 パフンウニ1.クモヒトデ1. トコフ予l A -96 
A-111 クモヒトデ11 B -97 パフンウニ2.ヒザラガイ1.ノミテイラ1

B-111 グモヒトデ13 A -97 /fフンウニ4

A-110 B -98 クモヒトデ2
B-110 A -98 /¥'フンウニ1

A-109 ノてフンウニ2 B -99 

B-109 ショウジンカてこ2 A -99 
A-108 クモヒトデ2 B -100 82(天)

B-108 ハサンウニ2.クモヒトデ5 A 件 100

A -107 B -81 
B-107 パフンウニ1.クモヒトデ2 A -81 

A-106 ヒサ'ラガイ4.グポ;ガイ B -82 ノ〈フンウニ6

B-106 B -83 ノ〈テイラ4

A-105 A -83 52(放)
B吋 105 ヒザラガイ7 B -84 ショウジンガニ4
A←104 ヒザラ:1，..イ6 A -84 サ叶町工3

B-104 ヒザラフゲイ2，グモヒトデユ B -85 ハマンウニ1

A-103 ヒザラガイ5.ベニツケガニl A -85 サザエ2
B-103 ヒザラガイ5
A-102 パテイラ1.ヤツデヒトデ1
B-102 パテイラ1，ヤツデヒトデ1
A-101 
B-101 

アワビ礁

A -61 
B -61 
A -62 
B -62 
A -63 
B -63 
A -64 
B -64 
A -65 
B -65 
A -66 
B -66 
A -67 
B -67 
A -68 
B -68 
A -69 
B -69 
A -70 
B -70 
A-71 
B -71 
A 】 72

B-72 
A“ 73 
B -73 
A -74 
B -74 
A -75 
B -75 
A -76 
B -76 
A -77 
B -77 
A -78 
A -79 
A -80 

川口地先 St.2

主な生物(アワビを除く)

サ吋コ二3
トコブシ1
サザエ1
サfヱ2

トコフ事シl

トコアシl
ササエl

トコブシ1.ササヱl
十ポエ5
サザエ1.トコブシ1
トコブシ1
トコブ予l

吋叶:エ2.アカクモビトデ2
(?) 

ノてテイラ1
サザエ2
ショウジンカ1己1.ノ子テイラユ
クモヒトデ1
エピ類2，ショウジンガニ3

トコブγ2，パテイラ3.アカクモヒトデ1
トコブシ2 ( ? ) 

パテイラ3，ハポフンウニ2
サfヱ2
ササエ1
サ吋fエl
ノマテイラ2

<0 σ、



モク類が多く、転石や天然礁上にみられる。主な動物

は、パテイラ，バフンウニ，クモヒトデ類，サザエで、

また、アワビ類は一部人工生産放流したクロアワピが

みられる。

8t.2では、 8t.1と同様の海藻の着生がみられるが、

モク類が8t.1より多い。動物相は、サザエ， トコブシ

がみられた(表困 2-1)。

8t.3は、礁上に無節石灰藻，ハイミル，アラメ，モク

類が繁茂している。 7'7;<は、礁11囲あたり 5株(55

Vd)確認されたものがある。塩ピj皮板の表面は、無節

石灰藻は着生するが、大型褐藻の着生はない。動物は、

バテイラ，パフンウニ，クモヒトデ類， トコブシ，シ

ョウジンガニ，ヒザラガイ，クボガイ，ベニツケガニ，

ヤツデヒトデであるつ

それぞれの実験礁に生息するクロアワビの数を図町

一2-2に示し、転石の段数とその上の櫛型礁に着生した

12 

10 

8 

個
6 

数
(
個

4 

殻長 (m阻m

図m.2.日-ι3構韮劉羽焦枇と礁下転石にいたクロ7ワピの殻長組成
ロ.天然貝圃:放措貝川口St.2(上国ま天然貝放涜貝の合計)
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クロアワビ数の関係を表m-2-2に示した。クロアワピ

が最も多く生息している櫛型礁下の転石は15X20cmの

2段積みのものである。また、櫛型礁下の転石段数が

増加すると転石へのアワピ着生が増加する。櫛型礁I

個当り約1個体のクロアワピ(11個体/rr1)が婿集した

ことになる。

礁、転石に生息したクロアワピの大きさ、個体数を

図皿 2-3に示した。着生したクロアワピは、 20~11伽m

の範囲で、その中心は50mm，およひ'10伽mの2峰があり

多くは、 7伽m以下である。そして、 クロアワピは、実

験礁は外の転石にも生息し、その殻長は9伽m以上であ

った。このことから、この実験礁は殻長7伽m以下のア

ワビの生息場に適しているものと考えられた。

t. L型、平板、線型、蛇篭型実験礁

i .実験礁の構造

昭和52年以降に設置した実験礁の構造は図皿 2-4に

示したコンクリート製のもので、櫛型礁(60kg)では波

等による飛散がなかったため、 A~D は40~50kg と軽

量礁で飛散の程度も併わせて検討した。図中Aは、そ

の形から燦型礁と呼び、 Bは図示していないが、形は

Aと同じで裏面にプラスチック板をはり付けたもので

ごれを変形蝶型と呼称する。 CのL型礁を2連絡した

ものが燦型となり、単純化したものがDの平板(ー型)

である。 E は、 50cm立方の化繊網中に長径20~30cmの

割栗石を詰めたもので、ごれを3つ連結して1プロッ

クとした蛇篭型である。

これらの礁各11困を1組として4調査区に20組設置

した。 f旦し、蛇篭のみは2組で1個とした。

母貝礁は図皿 2-5のL裂目標のみで、通し番号が記し

である。礁は、白関津と川口(1)の両実験場の稚貝礁に

隣接し、前者には45，後者46(困が設置された。

白間j幸では昭和52年12月22日、川口で53年2月15日

に設置完了した。

白間j章、乙j兵実験礁設置前の地形、生物相調査と礁

設置の位置関係は図面 2-6のとむりである。稚貝絡を

表ill-2-2 転石の重なりと櫛型礁に生息したクロアワビの関係 (8 t. 2) 

転な石り段の重数
f箇型礁に付着した 櫛型礁下の転石中 櫛型礁の A/C B/C 
クロアワピ数(A) のクロアワビ数(B) 設置数(C)

I段 8個体 2個体 24個 0.3 0.1 

2段 11 2 7 1.6 0.3 

3段 2 12 6 0.3 2.0 

合計 21 16 37 0.6 0.4 
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30.0 

30.0 

C 

40.0 

D 

ルーーーーーーーーーーー， 

40.0 

L型礁

蛇篭礁

図m'2・4 稚貝礁各型の見取図(単{立cm)

200.0 

関m.2.5 母貝礁見取図(単位:cm) 

設置する際に密生するアラメを刈取り、母貝礁は岩礁

問隙に2群に分けて設置された(図圃 2-9)。稚貝礁の配

置は図田 2-7. 8に示した。

川口実験礁は、図阻 2-10のとおり設置された。両実

験地区の稚貝礁、母貝礁の配置は図面 2-11~13に示し

た。礁は昭和52年12月中旬に捨込まれ、翌年3月には

付着物等で礁上番号の判読困難なものが多かった。母

貝礁は、川口(1)の稚貝礁寄り岸{則の水深1~3m の岩

礁上に設置されてある。 1区画(2.5X2m)内の稚貝礁

の数は、 4~ 5 f問となっていて合計90個である。

今 j中

↑ 
令

↓ 
岸 o 5 10m 

← 

図皿.2・6 白問:事実験場(左)と乙浜実験場(右)の
事前調査湯所と礁設置場所

/局/ i戸
川口実害対号[11

図阻・2.10 111口実厚都新1(2)の事前調査場所と礁設置場所

11 .実験礁への婿集および付着生物

稚貝礁区域内で4点、区域外4点の計8点について

4rrlの枠取りを昭和53'1'2 ~ 10月に各実験場で3回宛

実施(表m-2-3)した。この枠取調査では蛇篭は対象枠
内に含めなかった。稚貝礁表l則裏面に付着または生息

表ill-2-3枠取り調査日程

!!l pfr 第 1回 第 2同 第 3回

白問j事実験湯 53. 2. 22 53. 5. 17 53. 9. 20 

乙;兵実験場 2. 23 5. 17 9. 18 

川口実験上裁1) 3. 30 6. 9 10. 18 

111口実験I裁2) 3. 30 6. 9 10. 19 
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函図

匂園i

E事

函

図血・2-7 白間i事実験場の実験礁配置図
A.操主購B変形猿型礁 C，L盤実 D，平仮。封楚 F置ニ7掴 E=2m

日田
国1 a isl ¥ ).-n払 園~

i凶凶刊訂ゆ
困 間 rJ困 囲

$ 匂

~Mt 国 国\\---1早~\山rr;司

日 思

E肩口出 国
ト」
国

国

回
国

図面1・8 乙浜実験場の実験礁配置図 。 2m 

A，蝶型特 B賓税実隣 C，L墨照 D.平板O，t搭
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図ID'2'9 自問津L型母貝官鰭日置図

していた動物は、別のビニール袋に採集し、枠内の底

質、稚貝礁の数、礁着海藻の状況等について水中で記

録した。この調査では稚貝礁の型別採集は実施してい

ないため、昭和54年2月15-16日に各実験区で稚貝礁

の型別の生物相を 1型について 5-12個のプロックを

対象に実施した。

蛇篭については、昭和53年12月と翌年1月の2回、

各礁区で3速のうち l篭を分解し、内部に生息してい

た動物を採集した。

母貝礁へのアワピ婿集状況については、昭和53年9月

25日(白閑津)、9月26日(JI!口)の両日すべての母貝礁を

観察し、アワピの付着状況、 i国体数、貝の大きさを記

録した。

ア 稚貝礁への婿集・付着動物

稚貝礁着または、下部に生息していた動物について

の個体数と重量を表皿 2-4-7に示した。各区共通し

て優占するものはパテイラ，サザエ， トコブシ，アワ

ピ等藻食住大型巻貝類で、自問津では他区と比べてト

コプジ，パテイラの占める割合が高く、また川口(1)で

MN 

白問津稚員候

012345m  

はサザエが多い(表II-2-6)。これら大型巻貝類を合計し

た重量が全体に占める害11合は、白問津・乙i兵・川口(2)

で70%以上となり、川口(1)でバフンウニ等の練皮類が

全調査を通じ10-15%も出現しているため、他区と比

べて{丘いf直となっている(図ill-2-14)。

個々の種について、時間の経過に伴い個体数の減少

傾向が認められるものにはバテイラ，パフンウニがあ

り、逆に増加傾向のものとしてクロアワピ， トコブシ，

サザエ，ヒザラガイ類があげられる。パテイラは当初

各区において礁11国当り 3-5 1団体の付着があったが、
昭和54年2月には21団体以下と在っている。

サザエは川口(1)で特殊な変動を示しているが、他の

3区では着実に増加している(図面 2-17)。トコブシも

当初、礁1個当り0-0.31固体の着生であったが、次第

に増加して、昭和54年2月には0.25-0.651固体となっ

た(図II-2-16)0 

クロアワビは、)lIIJ(1)では、早くから増加傾向がみられる均三

他の3区では第3回目の調査までは横這い状態で、そ

の後の4-5か月間に大きな増加を示した。礁着アワ
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自j

口

口 図皿・2.13 川口L型母貝E鰭日置図

10 

90 

宮崎
営70
望的
克印

1 

重田
町

署叩
_ 60 

% 

2 3 4 5 6' 7 8 9 10， 11 12 1 2 

2 3王一十4~. 5 ← 6→ 1'S守91百 TI了「寸2'→寸一守
1978 1979 

図1lI.2.14 礁に付着した動物中で大型巻員~iが
占める割合 上・個体数%下重量%

0 白隣季実競場@乙浜実耕易L'>;J/ICl実害#劃1)..tr..:}J/ t:l実駿場(21

王室 0，5 

個 0.4
当
り 0.3

E02 

画。 I

40 

礁
- 301 
個
当
り

霊20
8 

101 

2 

/一三
二二ご〆/

• 
0 

• 
企

1112123  
1979 

図1lI.2.15 稚貝場へのクロアワピすみ付剖固体数(上)
および重量(下)(礁i個当り換算)
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。

/ 0.1 

0.6 

問。 64‘ 

体。 5

個0.5

。〆ク

• 
0.4 

f挙0.4

A 

ti ~ ::: 0.3 

教0.3 。

個• 
0.2 

2 0.1 9 10 11 12 1 7 8 

。501 

40 

重

30 

」t苧ヰ:ダfi1
図回一2・16 fft貝礁へのトコブシすみ{すき{国体数(上)

および重量(下)(礁l個当り換算)

5

4

3

2

1

 

個

件

数

(

個

)

• 

• 。

2'34'5- 6→ 7 . 8 .-9 10 11 12 1 2 

企

重 50

¥ 
d‘ ぺ:三と. 。量 301 0 //  企

a/- 一一一・!:~I ¥ ~~: 10 

2 3 4 5 6 1 8 9 10 11. 12 . 12  
1978 H~79 

図回一2・18 稚只礁へのノミテイラすみつき個体数(上)
および重量(下)(礁l個当り換算)

A 

40 

a‘ 。

重 30
• 

量 20

.------メ----企
! lO l 入~

一 。一一_____:---------
2・Fす‘--:r-5. 6 7 8 9 10 11 12 1 

図ill.2'17 fft貝礁へのサザエすみ付き個体数(上)
および重量(下)(礁l個当り換算)

ピの大きさは前3回の調査時に殻長16-8伽1mであり、

中でも 0-1年貝である殻長6伽m以下の個体が大部分

を占めた。第4同調査時には、殻長35-13伽mのものが

得られ、 3年貝以上と思われる殻長9Qmmを越える個体

カせ甘半数を占めた(表回一2-8)。これが、図 2-15に見ら

れるような重量の急増をもたらした。大型貝の礁着現

象は、礁の安定住の増大とともに、アワピの所請、出

只現象が関係しているとみられる。つまり、クロアワ

ビは冬季、石の間隙や捌の奥にひそむ性質がうすれ、

岩礁、石表面にl出る現象がみられ、冬期間、エピ網に

も羅網することから、岩，石の表面に静止しているの

では在く、夜間に活発な活動があると思われる。時期

的にこのような習性を示すクロアワビにとって稚貝礁

側面が一時の付着場として利用されたと考えられる。

稚貝礁型別にクロアワピ， トコブシ，サザエ，パテ

イラの付着個体数を表町 2-9に示した。クロアワピは

自問津で平板と変型蝶型，乙j兵で燦型，川口(11，(21でL

型に最も多く付着し、クロアワビ同様、礁下面を利用
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昭和 5 

5年月2 3 
2 

6 

22 4 日

計 17 

割合%

昭和 4 

5年3 4 

月5 8 

1日7 5 

計 21 

割合財

罪5 
5年3 4 

月9 3 

20 3 日

計 15 

割合%

昭和 7 

年5月2 4 
7 

5 

15 5 
日

計 24 

割合%

表1-2-4 自問j事実験場における稚貝礁への螺集・付着動物の個体数と重量
υ内は礁1コ当りの
個体数および重量

クロアワピ メカイアワピ トコブシ サザエ ノ《テイフ 他の巻貝類 ヒザラガイ類 ノ{7ンウニ

個数体コ 重量g 数個{卒コ
重
個{数卒コ
重

理数コ
重
数個体コ
重
数個体コ
重

理数コ
重
個{数宇コ
重

量g 量g 量g 量g 量g 量g 量g

13 105.4 5 8.8 l 1.3 

2 41.5 10 148.5 1 1.0 1 1.2 

1 38.8 1 26.0 12 151.2 

2 108.0 13 122.6 l 2.6 

5 188.3 l 26.0 48 527.7 7 12.4 2 2.5 
(0.29) (11.08) (0.06) (1.53) (2.82)(31.04) (0.41) (0.73) (0.12) (0.15) 

7.9 24.9 1.6 3.4 76.6 69.7 11.1 1.6 3.2 0.3 

1 93.4 1 43.8 17 251.2 1 1.9 

3 75.0 l 2.8 

1 0.4 1 41.5 44 567.2 4 10.0 

4 127.3 l 45.0 11 206.0 

1 0.4 6 262.2 2 88.8 75 1099.4 6 14.7 
(0.05) (0目02) (0.29) (12.49) (0.10) (4.23) (3.75) (52.35) (0.29) (0.70) 

1.0 0.02 5.8 16.2 1.9 5.5 72.1 67.8 5.8 0.9 

1 8.1 1 20.3 13 150.5 8 19.7 9 9.2 

1 36.2 25 344.6 4 20.4 4 9.5 

5 225.1 l 86.7 20 220.1 4 4.6 12 15.8 1 13.0 

11 160.1 2 3.1 

I 8.1 6 261.3 2 107.0 69 875.3 16 44.7 27 37.6 l 13.0 
(0.07) (0.54) (0.40) (17.42) (0.13) (7.13) (4.60) (58.35) (1.07) (2.98) (1.80) (2.51) (0.07) (0.8の

0.7 0.5 4.5 16.6 1.5 6.8 51.5 55.5 11.9 2.8 20.1 2.4 0.7 0.8 

3 240.6 5 419.9 12 133.0 16 7.4 5 12.2 

3 97 5 3 213.0 2 247.1 12 137.7 5 3.2 10 14.9 

1 97.0 6 501.5 2 201.3 5 73.6 10 16.1 3 6.0 

2 346.5 4 268.8 6 88.7 8 5.2 4 6.4 

6 541.0 16 1223.9 9 868.3 35 433.0 39 31.9 22 39.5 
(0.25)(22.54) (0.67) (51.∞) (0.38) (36.18) (1.46) (18.04) (1. 63) (1. 33) (0.92) (1.65) 

4.3 17.0 11.4 38.4 6.4 27.2 25.0 13.6 27.9 1.0 15.7 1.2 
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表m-2-4 続き
ムラサキウ二 アカウニ ヒトデ類 クモヒトテ類 マナマコ ヤドカリ類 その他 言十

個数体コ
重

霊コ

重
{数体個コ
重

教理コ

重

数理コ

重
個数体コ
重
個{数字コ
重
個{数本コ
重

量9 量g 量g 量g 量9 景g 量g 量g

和昭 5 19 115.5 

5年3 2 14 192.2 

月2 6 14 216.0 

2日2 4 16 233.2 

計 17 
63 756.9 
(3.71) (44.52) 

割合%

昭和 4 1 5.0 7 71.5 28 466.8 

5年3 4 1 42.0 l 6.4 6 126.2 

月5 B 2 5.2 52 624.3 

17 5 1 20.0 1 5.0 18 403.3 日

計 21 
3 67.0 3 10.2 8 17.9 104 1620.6 

(0.14) (3.19) (0.14)(0.49) (0.38) (3.71) (4.95) (77.17) 

割合% 2.9 4.1 2.9 0.6 7.7 4.8 

和昭 5 2 24.5 34 232.3 

年53 4 4 62.0 38 472.7 

月9 3 I 2.3 44 567.6 

20 3 1 29.0 4 1ll.0 18 303.2 日

言f15 
1 29.0 1 2.3 10 197.5 131 1575.8 

ω.07) (1. 93) (0.07) (0.15) ω.67) (13.17) (8.93) (105.05) 

割合% 0.7 1.8 0.7 0.1 7.5 12.5 

思7 2 15.5 2 3.0 45 831.6 

5年月2 4 
7 35 713.4 

5 2 28.0 5 1.8 34 925.3 

1日5 5 1 0.5 l 0.9 26 717.0 

計 24 2 28.0 3 16.0 8 5.7 140 3187.3 
(0.08) (1.17) (0.13) (0.67) (0.33) (0.24) (5.83) (132.8叫

割合% 1.4 0.9 2.1 0.5 5.7 0.2 
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表ill-2-5 乙浜実験場における稚貝礁への螺集・付着動物の個体数と重量

クロアワピ メカイアワピ トコブシ サザエ J{ァイラ f色の巻員類

個体数コ 重量g 個体数コ
重 厚 重

理教コ
重
個体数コ
重

個体数コ
重

量g 量g 量9 量g 量g

昭和 4 24 179.9 1 3.5 

5年2 3 4 29 195.0 

4 20 132.6 
月
2日3 4 I 19.0 9 40.6 2 1.4 

計 16 
1 19.0 82 548.1 3 4.9 
(0.06) (1.19) (5.13) (34.26) (0.19) (0.31) 

割合% 0.9 2.6 75.9 76.0 2.8 0.7 

有ロ5年臼3 1 4 2 31.4 1 8.3 

5 l 30.2 13 141.2 I 0.6 
5 
月 4 32 347.2 
17 
日 4 9 108.3 

計 17 
1 30.2 56 628.1 2 8.9 
(0.06) (1.78) (3.29) (36.95) (0.12) (0.52) 

割合% 1.5 4.2 84.8 87.7 3.0 1.2 

和昭 5 3 166.0 1 24.5 5 8.8 2 3.6 

年53 3 5 37.6 3 8.0 

月9 3 5 34.5 0.6 

18 4 I 48.8 l 7.6 1 0.3 
日

言f 15 
4 214.8 1 24.5 16 88.5 7 12.5 
(0.21) (14.32) (0.01) (1.63) (1.07) (5.90) (0.47) (0.83) 

割合% 10.3 61.0 2.6 7.0 41.0 25.1 17.9 3.5 

和昭 6 l 190.5 5 338.9 11 64.7 4 8.7 

5年2 4 9 2 158.3 2 167.3 2 132.0 24 130.8 5 29.7 

7 3 621.5 2 156.2 4 18.4 2 10.7 
月
15 6 11 55.1 3 8.9 
日 l 74.2 

計 28 
4 811. 7 2 158.3 9 662.4 3 206.2 50 269.0 14 58.0 
(0.14) (28.99) (0.07) (5.65) (0.32) (23.66) (0.11)(7.36) (1.79) (9.61) (0.50) (2.07) 

割合% 3.8 35.6 1.9 6.9 8.6 29.1 2.9 9.0 47.6 11.8 13.3 2.5 

( I内は礁1コ当りの
個体数および重量

ヒザラガイ類 J{フンウニ

個体数コ
重
数個体コ

重

量g 量g

l 21.5 

1 2.2 5 66.4 

1 13.4 

1 2.2 7 101.3 
(0.06) (0.14) (0.44) (6.33) 

0.9 0.3 6.5 14.0 

1 11. 7 

1 1.2 

1 1.2 I 11. 7 
(0.06) (0.07) (0.06) (0.69) 

1.5 0.2 1.5 1.6 

5 5.7 

3 2.8 

3 3.5 

11 12.0 
(0.73) (0.80) 

28.2 3.4 

5 8.0 

3 5.2 

5 7.6 

13 20.8 
(0.46) (0.74) 

12.4 0.9 
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表ill-2-5 続き

蕊
ムラサキウニ アカウニ ヒトデ類 クモヒトテ類 マナマコ ヤドカリ類 その他 計

数個体コ 量重g 
個 重

数個体コ
重
個数体コ
重
数個{本コ
重
個{数字コ
重
個体数コ
重
i体数固コ
重

数体コ 量g 量g 量g 量g 量g 量g 量g

昭和 4 2 5.4 
28 210.3 

5年月2 3 
4 3 21.0 38 284.6 

4 20 132.6 

23 4 3 4.3 l 13.8 5 1.4 22 93.9 日

計 16 
5 9.7 4 34.8 5 1.4 108 721.4 
(0.31) (0.61) (0.25) (2.18) (0.31) (0.09) (6.75) (45.09) 

害1)合% 4.6 1.3 3.7 4.8 4.6 0.2 

思4 I 4.7 3 39.7 

5年3 5 17 188.4 

5 4 4 31.0 36 378.2 
月
1日7 4 10 109.5 

言十 17 
l 4.7 4 31.0 66 715.8 
(0.06) (0.28) (0.24) (1.82) (3.8酎(42.11)

割合% 1.5 。7 6.1 4.3 

昭和 5 16 208.6 

5年3 3 11 48.4 

月19 8 
3 6 35.1 

4 6 60.2 
日

計 15 39 352.3 
(2.60) (23.49) 

割合%

和昭 6 1 3.8 1 8.1 3 30.5 2 3.1 33 656.3 

5年月2 4 
9 1 43.5 39 666.8 

7 11 806.5 

15 6 2 3.8 22 149.6 日

計 28 
1 43.5 1 3.8 1 8.1 3 30.5 4 6.9 105 2279.2 
(0.04) (1.55) (0.04) (0.14) (0.04) (0.29) (0.11) (1.09) (0.14) (0.25) (3.7日(81.40)

割合% 1.0 1.9 1.0 0.2 1.0 0.4 2.9 1.3 3.8 0.3 
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表m-2-6 JII口実験主裁1)における稚貝礁への鯛集・付着動物の個体数と重量
クロアワビ メカイアワビ トコプシ サザエ パァイフ 他の巻具類

個体数コ
重
数{体固コ
重
数個体コ
重
数個体コ
重
数個{本コ
重
体個数コ

重

量g 量g 量g 量g 量g 量g

昭和 4 17 312.9 l 7.0 

5年3 2 5 288.8 18 334.8 

3 4 1 19.2 21 156.2 5 11.4 

3月日0 4 4 193.8 10 212.4 

言十 14 
10 501.8 66 1016.3 6 18.4 
(0.11) (35.84) (4.11) (12.59) (0.43) (1.31) 

割合% 8.1 22.7 53.2 45.9 4.8 0.8 

和昭 4 5 84.6 7 1.2 

年5月6 3 
4 3 52.9 5 121.9 5 4.6 

5 1 0.7 1 70.2 1 22.0 15 328.8 l 1.2 

9 6 3 1.9 1 88.7 5 105.7 7 13.9 日

計 19 
4 2.6 1 70.2 5 163.6 30 647.0 20 20.9 
(0.21) (0.14) (0.05) (3.69) (0.26) (8.61) (1.5叫(34.05) (1.05) (1.10) 

割合% 3.2 0.2 0.8 4.3 4.0 10.1 24.0 39.8 16.0 1.3 

昭和 4 2 32.7 3 5.4 

5年3 5 6 101.2 4 106.7 4 21.2 3 2.9 

11月8 0 3 1 2.6 3 119.7 9 115.7 

日
5 2 82.6 2 19.1 

言十 17 7 103.8 2 82.6 7 226.4 11 255.3 6 8.3 
(0.41) (6.11) (0.12) (4.86) (0.41) (13.32) (1.0ω(15.02) (0.35) (0.49) 

害1)合% 8.0 8.7 2.3 7.0 8.0 19.1 19.3 21.5 6.8 0.7 

和昭 10 7 89.7 l 16.8 5 221.9 9 231.3 2 4.1 

年5月2 4 
10 2 15.1 2 104.2 1 54.0 4 89.7 3 0.4 

8 2 391.6 5 243.2 3 101.0 2 7.6 

16 9 2 132.0 2 176.0 3 285.7 6 140.5 3 6.8 日

言十 37 13 628.4 
10 540.2 12 688.6 19 467.5 10 18.9 

(0.35) (16.98) (0.21) (14.伺) (0.32) (18.01) (0.51) (12.64) (0.27) (0.51) 

割合% 11.5 22.4 8.8 19.3 10.6 23.8 16.8 16.7 8.8 0.7 

り内は礁1コ当りの
個体数および重量

ヒザヲガイ類 ノ〈フンウニ

個数体コ
重
個数体コ
重

量g 量g

1 7.8 1 18.0 

3 7.6 1 14.5 

5 71.4 

2 4.0 4 62.7 

6 19.4 11 166.6 
(0.43) (1.39) (0.19) (11. 90) 

4.8 0.9 8.9 7.5 

1 0.5 1 9.4 

1 2.7 3 59.6 

3 10.5 6 110 

2 6.9 1 16.2 

7 20.6 
(101.58)(1019.258.) 4 (0.37)(1.08) 

5.6 1.3 8.8 12.0 

11 10.0 2 38.3 

3 6.4 

6 10.8 3 63.9 

3 4.5 1 12.9 

23 31.7 6 115.1 
(1.35) (1.86) (0.35) (6.77) 

26.1 2.7 6.8 9.7 

4 14.6 1 25.8 

7 22.3 

8 20.6 l 4.5 

4 5.7 3 25.1 

2(3632 ) 
0.62) (1. 71 

55(54 50) (0.14) (1 

20.4 2.3 4.4 2.0 

2 
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表m-2-6 続き

M 
ムフサキウニ アカウニ ヒトデ類 クモヒトテ類 マナマコ ヤドカリ類 その他 計

数思コ 量重g 個数体コ
重
数個体コ

重
個体数コ

重

個Eコ
重

厚数コ
重

教理コ

重
数個体コ

重

量g 最g 量g 量g 量g 量g 量9

和昭 4 1 17.8 1 9.9 1 12.9 2 9.5 1 50.0 4 18.2 30 464.0 

5年月3 3 
2 2 1.5 1 124.7 30 771.9 

4 5 22.4 37 280.6 

30 4 1 6.7 2 8.4 2 170.0 2 38.0 27 696.0 日

，t 14 117278 ) 1 9.9 4 21.1 9 40.3 4 344.7 6 56.2 124 2212.5 
(0.07) (1 (0.07) (0.71) (0.29) (1.51) (0.64) (2.88) (0.29)(24.62) (0.43) (4.01) (8.8的(158.03)

割合% 0.8 0.8 0.8 0.4 3.2 1.0 7.3 1.8 3.2 15.6 4.8 2.5 

和昭 4 4 17.4 18 113.1 

5年3 4 1 11.2 4 15.5 12 104.0 34 378.4 

月9 6 
5 1 27.1 2 34.8 6 29.3 2 81.0 39 715.8 

6 1 32.3 2 19.5 2 7.5 10 126.0 34 418.6 
日

言十 19 
2 59.4 5 65.5 16 69.7 24 311.0 125 1625.9 
(0.11) (3.13) (0.26) (3.45) (0.84) (36.7) (1.2同(16.37) (6.58) (85.57) 

割合% 1.6 3.7 4.0 4.0 12.8 4.3 19.2 19.1 

昭和 4 18 86.4 

5年3 5 1 8.6 l 8.9 3 59.0 25 320.9 

1月0 3 l 2.9 4 147.0 27 522.6 

18 5 4 82.0 4 25.7 2 30.0 18 257.4 
日

計 17 590)  6 6 37.5 9 236.0 88 1187目3
(0.29) (5.33 (0.35) (2.21) (0.53) (13.88) (5.1剖(69.84)

割合% 5.7 7.6 6.8 3.2 10.2 19.9 

和昭 10 1 134.2 2 31.1 I 28.8 33 804.3 

5年4 10 1 2.9 3 36.3 1 3.4 2 2.0 26 330.3 

月2 8 2 89.2 1 5.2 3 2.8 27 871.7 

1日6 9 1 9.8 2 16.5 1 0.5 27 798.6 

計 37 
2 12.7 8 276.2 3 31.1 2 8.6 

(O3目OB)(0.2235) (4011)(03.8156 ) 
113 2804.9 

(0.05) (0.34) (0.22) (7.46) (0.05) (0.84) (0.05) (0.23) (3.05) (75.81) 

割合% 1.8 0.5 7.1 9.8 1.8 1.1 1.8 0.3 2.7 0.09 3.5 1.1 
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官
昭和 5 

5年3 5 

月3 4 

30 4 日

計 18 

割合%

昭和 4 

5年月9 6 3 
4 

5 

4 
日

計 17 

割合%

E和E 5 

5年3 5 

11月0 9 5 

5 
日

言十 20 

割合%

昭和 9 

5年2 4 9 

12 
月
16 10 
日

計 40 

割合%

表111-2-7 川口実験主事前2)における稚貝礁への蛸集・付着動物の個体数と重量
( )内は礁1コ当りの
個体数および重量

クロアワピ メカイアワピ トコブシ サザエ ノ〈テイラ 他の巻貝類 ヒザラガイ類 /(フンウニ

数理コ 重量9 数個体コ
重

数個体コ

重

数個体コ

重
数1体国コ

重
数個体コ

重
数1体国コ
重

理教コ

重

量9 量g 量g 量g 量g 量g 量g

1 0.2 1 9.5 8 1.5 1 12.2 

11 129.1 12 6.2 2 2.4 

19 322.3 7 1.4 

1 16.9 l 25.1 19 345.7 2 0.6 1 0.5 

1 16.9 2 25.3 50 806.6 29 9.7 3 2.9 1 12.2 
(0.06) (0.94) (0.11) (1.41) (2.78) (44.81) (1.61) (0.54) (0.17) (0.16) (0.06) (0.68) 

1.1 1.8 2.2 2.8 53.8 87.8 31.2 1.1 3.2 0.3 1.1 1.3 

1 12.8 2 0.9 

I 0.6 1 0.6 l 22.8 5 1.4 

4 74.4 2 1.1 1 1.0 

l 227.5 5 91.5 4 十

1 0.6 I 0.6 I 227.5 11 201.5 11 2.5 3 1.宮
(0.06) (0.04) (0.06) (0.04) (0.0酎(13.38) (0.65) (11.85) (0.65) (0.15) (0.18) (0.11) 

2.2 0.1 2.2 0.1 2.2 35.4 24.4 31.3 24.4 0.4 6.7 0.3 

1 71.8 

2 9.8 5 100.5 2 297.9 14 151.8 2 3.3 

1 2.2 2 61.1 2 45.5 2 2.2 

2 81.5 1 I 6 4 4.7 

1 2.2 2 自.8 9 243.1 3 369.7 16 197.3 3 4.9 6 6.9 
(0.05) (0.11) (0.10) (0.49) (0.45) (12.16) (0.15) (18.49) (0.80) (9.87) (0.15) (0.25) (0.30) (0.35) 

1.6 0.2 3.3 0.9 14.8 22.2 4.9 33.8 26.2 18.0 4.9 0.4 9.8 0.6 

5 282.4 5 261.0 5 453.6 30 475.6 6 5.5 

2 99.4 I 11.0 4 218.4 2 238.7 18 336.7 8 事.9 8 9.5 

3 314.2 1 13.5 7 217.1 1 97.3 20 397.0 4 6.2 

2 117.2 2 86.5 4 349.4 9 135.8 1 1.1 

12 813.2 2 24.5 18 783.0 12 1139.0 77 1345.1 8 9.9 19 22.3 
(0.30) (20.33) (0.05) (0.61) (0.45) (1宮 58) (0.3ω(28.48) (1. 9国(33.63) (0.20) (0.25) (0.48) (0.56) 

7.2 18.7 1.2 0.6 10.8 18.0 7.2 26.1 46.4 30.9 4.8 0.2 11.4 0.5 
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表m-2-7 続き

ムフサキウー アカウー ヒトデ頚 クモヒトテ類 マナマコ ヤドカリ頬 その他 計

{体数固コ
重

個数{宇コ

重

個主体主コ

重
個1数宇コ

重

数個{宇コ

重

個体数コ

重

個体数コ
重
個体数コ

重

量g 量g 量g 量g 量g 童詰 量g 量g

R初回年月3 Z 

5 l 23.3 12 46.7 

5 2 7.4 27 145.1 

4 1 2.9 2 7.0 29 333.6 

30 4 l 4.3 25 393.1 
日

計 18 
1 23.3 2 7.2 4 14.4 93 918.5 
(0.06) (1.29) (0.11) (0.40) (0.22) (1.80) (5.17) (51.03) 

割合% 1.1 2.5 2.2 0.8 4.3 1.6 

和昭 4 2 8.7 3 72.0 8 94.4 

5年6 3 4 1 2.7 1 3.5 7 58.0 17 89.6 

5 2 58.5 9 135.0 
JI 
9 4 1 5.5 11 324.5 
日

計 17 
1 2.7 2 58.5 4 17.7 10 130.0 45 643.5 
(0.06) (0.16) (0.12) (3.44) (0.24) (1.04) (0.59) (7.65) (2.65) (37.85) 

割0;:%2.2 0.4 4.4 9.1 8.8 2.8 22.2 20.2 

思年
5 l 31.7 4 42.5 自 146.0 

5 4 17.9 29 581.2 

1月0 5 1 41.5 1 3.8 1 17.5 10 173.8 

1日9 5 I 35.0 3 12.0 5 57.5 16 192.3 

言f 20 
3 108.2 8 33.7 10 117.5 61 1093.3 
(0.15) (5.41) (0.40) (1.69) (0.50) (5.88) (3.05) (54.67) 

割合% 4.9 9.9 13.1 3.1 16.4 10.7 

和昭 9 1 7.5 5 18.2 1 4.8 1 1.6 59 1510.2 

5年4 9 4 14.9 1 118.8 l 0.4 49 1057.7 

月2 12 2 32.0 38 1077.3 

16 10 1 6.2 1 14.8 20 711.0 
日

言十 40 
1 6.2 1 14.8 1 7.5 9 33.1 1 118.8 1 4.8 4 34.0 1前 4356.2 
(0.03) (0.16) (0.03) (0.37) (0.03) (0.19) (0.23) (0.83) (0.03) (2.97) (0.03) (0.12) (0.10) (0.85) (4.15).(108.91) 

割合% 0.6 0.1 0.6 0.3 0.6 0.2 5.4 0.8 0.6 2.7 0.6 0.1 2.4 0.8 
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表m-2-8 稚貝礁へ付着したクロアワピの殻長 (単位四)

場 ilJT 第I図 第2回 第 3 回 第 4 回

白関j事実験場 15.9 40.2 34.8， 37.2， 87.2， 93.7， 108.2，111.8， 

乙j兵実験場 109.6，116.2，124.4，129.2 

日l口実験場(1) 16.56，， 190 
19.5. 19.6 

2615，， 28.08 ，30.0 
35.5， 41.8， 65.8， 79.0 

3779，， 409O，.4177，.43.2.4，45.0.8，461，1 48.9 
49.9， 52.0， 52.7， 104.4，109.6，123 

川口実験棟2) 53.0 18.5 28.0 35.O，38.l，39.I，4803，50.2.4 ，679 
95.0， 95.5， 97.7， 99.3， 102.4，109.0 

表m-2-g 稚貝礁の型別の大型巻貝類付着個体数
( )内は割合%
単位・礁1コ当り個体数

主マトゴ L 型 平

ク
白閥 j章 。 (0) 0.43 

ロ 乙 j兵 0.17 (28) 。
ア

(51) ワ 川口 (1) 0.70 0.20 
ピ 川口 (2) 0.56 (46) 0.22 

ト
自問 j幸 0.42 (15) 。目43

ゴ 乙 j兵 0.83 (62) 0.22 

ブ 川口 (1) 0.10 (9 ) 0.20 
y 
川口 (2) 0.56 (31) 0.44 

サ
臼間 j幸 0.71 (51) 0.29 

乙 j兵 。 (0 ) 0.22 
ザ
川口 (1) 0.50 (38) 0.10 

エ 川口 (2) 0.56 (44) 0.22 

ノf
白閑 j章 1.71 (30) 1.71 

ア 乙 i兵 1.83 (27) 2.67 

イ 川口 (1) 。目90 (46) 0.40 
フ 川口 (2) 3.33 (42) 2.00 

L 

するトコプシは、白関津、川口(1)，(2)で線型、乙浜で

L型が多い。両種を合わせると、 L型か蝶型のい F、れ

かに最多付着がある。

礁着クロアワピを殻長5伽m以上と未満に分!t、型別

に総個体数をみると表面-2-10のとおりとなり、L型と

平板に小型貝の付着が多くみられる。したがって、稚

貝礁としては、 L型礁が最適であると推察されるが、

経t新生も合わせ考えると、単なる平板でも同等の効果
は期待できるとみられる。

板 蝶 型 変型蝶型

(42) 。目20 (19) 0.40 (39) 

(0 ) 0.43 (72) o (0) 

(15) 0.25 (18) 0.22 (16) 

(18) 0.25 (20) 0.20 (16) 

(15) 1.20 (42) 0.80 (28) 

(16) 0.29 (22) o (0) 

(17) 0.63 (55) 0.22 (19) 

(25) 0.58 (33) 0.20 (11) 

(21) 0.40 (29) 。(0)
(56) o (0) 0.17 (44) 

(8 ) 0.38 (29) 0.33 (25) 

(17) 0.08 (6) 0.40 (32) 

(30) 1. 00 (18) 1.20 (21) 

(39) 0.57 (8) 1. 83 (27) 

(20) 。(0) 0.67 (34) 

(25) 1. 67 (21) 0.90 (11) 

表謹ー2-10稚貝礁の型別のアワビの大きさ(単位:個体数)

よ¥竺 平板 L 型 蝶型 変蝶型
50mm未満 4 7 1 2 

5伽m以上 3 6 8 4 
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表1[-2-11 蛇篭内に生息していた動物 (個体数)

¥詞場 自問i事実験場 乙j兵実験場 川口実験虫類1) 川口実験場2)

種類 査日"-- 53目 12. 6 I 54. 1. 10 53. 12. 6 

トコプシ 1 

サ ザ ユ二 2 

パテイ フ 5 18 9 

エピスガイ 2 9 1 

イソバショウ 5 3 

シワホラダマシ 4 

サンショウガイ

オトメカψ サ

ヒメイガイ

ヒザラガイ類 I 5 

ノ¥7ンウニ

ムラサキウニ

ヤツデヒトデ 2 2 

クモヒトデ類

マナマコ

ヤドカリ類 5 7 4 

ウミケムシ

イ.蛇篭への婿集・付着動物

蛇篭型礁1篭中の郵j物の個体数は表町 2-1lに示した。

トコブシ，サザエはわづ、かに生息がみられたが、アワ

ピ類は全く出現しなかった。これは、蛇篭内の石が長

径30cm以下で、空隙がないまでに詰込まれており、内

部の海水交流が著しく阻害され、アワピの生息に不適

当であったとみられる。特に、波・流れの比較的穏や

かな乙浜や川口(2)では蛇篭内の割栗石上には浮泥が堆

積し、カイメン類，コケムシ類，群[利生ホヤ類が一面

被っている状態、である。確かに、表而の石上には珪藻

類が多量に着生し、浮遊幼生の沈着は期待できそうで

あるが、沈着稚貝が成長に伴ない、浮j尼の堆積した内

部へ移動して棲み付く可能性は極めて少ないと思われ

る。

蛇篭の利点としては、稚貝にとって好適な狭い間隙

が多く、安定性が高いごとがあげられる。これらの利

点を生かして沈着稚貝の棲み{すきを期待するためには、

石を大きくして 2~3段とし、内部の海水交流の惑化

を防ぐ必要がある。

ウ.母貝礁へのアワピ付着

設置9か月後(昭和53年9月25日， 26日)の白間津、

54. 1. 10 53. 12. 7 54. 1. 10 53. 12. 7 54. 1. 10 

1 

l 2 

2 4 2 1 

1 1 1 

1 

17 2 
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4 6 1 1 
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I 

1 1 

1 

2 

10 7 2 1 3 

I 

川口両地区にむけるL型礁へのアワピ付着状況を図町

2-19，20に示した。白間津で、l土合計171個体(礁1個当

り平均付着数王~3.8)、川口では1571，固体(王~3.5)であ

った。また、それぞれの分散(S2)は前者で20.936後者

で19.664であり Sう会は5.509・5.636と求められた。こ

れらS元値はlより有意に大きく(危険率5似 L型
礁へのアワピ付着はランダムに行なわれているとは云

えず、礁1個当りのアワピ付着数の分布は集中分布で

ある1;負の2項分布へのあてはめを試みた結果、白間
i幸の例では適合するが、川口では適合しない(図III-2-

21)0 

表1[-2-12 付着部位別のアワピ個体数

付着部位
}易 自問津 川口

L 型礁の足の内辺 61 60 

L型礁と岩礁・石との接辺 110 97 

言十 171 157 
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図困 2-19 白問i聖母員礁でのアワビ分布状態(昭和53年9月25日)
黒点がアワピ1個体

;中 四1

口

口 図凹 2-20 川口母貝礁でのアワピ分布状態(昭和53年9月26日)
黒点、がアワビl個体



礁

。コ

教

個

白目島幸 王 ~3.8

x2=4宮82
I I 
10 

5 

20 

川口 i' ~3.5 

x2 =8. 711 
15 

5 

。 20 
礁lf酉に付昔していたアワピ個体数(個)

図旧.2.21 礁l個あたりアワピ付着!間借kの度数分布
..負の二項分布理詰匝

旧日
図E・2.22 L型礁へのアワピの付着1九態(模式図)
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アワビの付着部位はL型礁とその下部の岩礁や転石

との間隙か、あるいはL型礁の高さ10cmの足内辺の2

つに限られている。図田 2-22にアワビ付審状況を模式

的に示した。

表誼 2-12に示したとおり L型礁と海底との狭い間隙

に付着しているアワビは、白間津で1l0f国体、JlI口で97

1固体、礁足内辺に付着したアワビは、臼問津61，川口
60f国体と、いづれも前者の部分が多く、狭い間隙を好

んで懐むようである。ごの点については、伏見卓が実

験的に、アワピは角度に対する選択伎を有し、クロア

ワピでは30~ メカイアワピでは60・に対する反応率が最

も高い事を明らかにしている。このように、アワピ自

身が環境傾斜に敏感に反応することが集中分布のー要

因とされ、アワビの密度が高まると住み場として低価

値の場へも付着するようになり、分布裂が変化すると
3) ~) 

云われている。しかし、野中等は水槽実験からアワピ

の密度が最も高まったとしても、 i主み場価値の低い部

分には付荷数は増加しないという結果を得ている。こ

のことから考えるとアワビの密度が高まったとしても

現夜、付着が見られ F、{主み場価値の低い、広い間隙

部にはアワビの付着は期待出来ないであろう。有効な

凶債を拡大するためには海底起伏との関連で、礁の大

きさ、足の高さを調節することや、 J立石を併用して起

伏を少なくし、礁に接する部分を増すなどの手段をと

る必要があるとみられる。

エ.礁上の植生と遷移

表面 2-131=~街宣後における稚貝礁上の植生推移を示

した。自問津では珪藻から石灰藻群落へ推移し、設置

表ill-2-13 各実験場における稚貝礁上の植生の遷移

¥司里L 昭和田年月2 !l22日 3月31日 5月17日 61l9，1O日 8月18，20日 10月18，19日
昭和54年月
2il8日

白間津実験場 珪藻類
有・結節石灰

幼節ホ芽石ンi.ダk藻ワ有フ頬無 ノコギリモク
f草・フクロノリ 幼fi'

ァングサ・フシY
乙j兵実験場 注藻類 ナギツノマタ・

フクロノリ
テングサ類 テングサ類

川口実験場(1) 珪蓮・フクロノリ 有節石灰務 有節石灰議 有ホ節ン石ダ灰ワ藻ラ，類
フクロノリ ホンダワラ頚 アラメ

川口実験f主主2) 珪蓮・フクロノリ
有節石灰藻

ホンダワラ類 ホンダワラ頬フクロノリ
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後9か月自の昭和53年9月初日にはモク類(ノコギリモ

ク)の幼芽が{憂占するようになり、翌年2月8日にはそ

れらが密生し、芝生のような状態を呈した。乙浜では

53年5月17日にモク類とともにフシツナギが多くなっ

たが、その後フシツナギは消え、テングサ類のみに遷

移して繁茂している。川口の両区では設置後6か月位

まではブクロノリが高い被度でみられたが、川口(1)

では、有節石灰藻類が繁茂し始め、 54年2月88には、

モク類やアラメも若干着生し始めている。川口(2)では、

旬旬性無節石灰藻、ハイミルが礁表面を破い、モク類

の着{生も認められた。川口(1)，(2)と乙浜の稚貝礁は周

囲の転石上の植生と同ビ状態に逮しているが、白問津

では、アラメの着生までに至らず、その群落が形成さ

れるまでにはさらに時間を要するとみられる。

母員礁上の槌生遷移も稚員礁の場合とRa同様であり
川口(1)では有節石灰藻とモク類が、自問津ではノコギ

リモク幼体が繁茂している。

表III-2-14には、昭和54年2月8日時点での転覆およ

び砂により埋没した礁の数が示してある。この場合礁

が垂直になっているものも転覆とした。

i皮の影響の強い台関津と川!日(1)では転覆したものが

10~15%あったか可佐貝礁カ清日置された約10X10m の範

囲を越えて飛散したものはない。川口(1)の転覆礁は、

設置後間も告〈転覆し、その後は安定していたと思わ

れ、それらの表面は有節石灰藻群落となっている。水

深 5~6m lT波砕域外の乙浜やJl I 口(2)では、転覆した礁

は極めて少ない。そのうえ、礁の埋没もその下部が一

部認められる程度で、その数も少数である。

表m-2-14 転覆，埋没した稚貝礁の数

場 所 転 覆 埋没

白間j事実験場 平板4 L型3.線型2 3 

乙浜実験場 平板1 蝶裂1 。
川口実験場1) 平板4 L型6 蝶型5 。
川口実験1裁2) 燦型1 1 

オ.考察

人工礁を造成する場については、岩礁帯に設置され

たコンクリート礁等には7ジツボ等が着生してアワピ

の好適な付着環境を維持できなくなるが、岩礁と砂場

との境に設置した礁は、 i票砂や飛砂により常にその下

面が洗われ、長期間、付着物のないきれいな面が維持

され、アワビの好適な住み場になると言われている。

本実験においても、すでに下面は7ジツボで被われ

ており、今後アワピの付着状況の推移を引続き調査し

検討して行く必要がある。

L型礁の設置水深は、自問津で4~5m ， JII口が1

~3m と極めて浅い。このような浅い場でも殻長 8~

18cmの個体が生息するごとから、一般に言われている

稚貝は浅い場に、成貝は深い場に生息するという様み

分けの現象は、絶対的なものではない。むしろ浅い場

では大型貝の住み場が少ないことや、井上卓によって

指摘されているように、水深による漁獲効率の差や;票

所での稚員発見の難しき等により、見かけ上、前述の

ような現象が認められるのでは告いだろうか。つまり、

母貝礁造成に際して、水深1~10m の範囲内では水深

は必ずしも重要な要因ではないとみられる。

良好な稚貝礁は、礁下の間隙がせまい方が好ましく、

波により礁の飛散がないような範囲で、できる限り小

型の礁が良いこととなる。自然石投石の場合は、長径

が30cm前後の礁が良い訳であilが、それによってでき
た間際の潮通しが良いことが条件となる。今回の実験

に供した5タイプの礁(図III-2'4)や川口地区で実施し

た櫛型礁は、空中重量カず40~60kg 程度のものであるが、

砕波帯後背域においてもそれ程著しい飛散が見られな

いことから、安全を見て空中重量で100kg前後あれば十

分安定するであろう。また岩礁問の転石場を利用する

場合、ほとんど砂による埋没の危険性はないものと考

えられる。
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論議および考察

クロアワビを対象生物として、その漁場における資

源生態を把握し、安房地区において現状の生産量にど

れだけ上積みできるか、そのためには、どのような施

策が考えられ、どのように実施して行くべきかを求め

るために、夷隅地区の2年間に亘る調査結晶こ上積み

して昭和54年3月までの2か年問、調査を進めたもの

である。


